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序

わたしたちのまち茨木市は、大阪と京都との間に位晉しており、北に老ノ坂の山峰が東西に運なり、

この三島平野を安威川 。茨木川等に代表される幾筋もの川が南の神崎川へ合流し、大阪湾へと注いで

いま筑 古より交通の要衝の地であるとともに、また、それがゆえに日本の歴史を振り返ると様々な先

人たちの足跡をたどることができま現

古代の茨木を中心とした三島地域の様相は、古くは縄文時代晩期においく 稲作を行なっていたこと

を示す灌漑水路と見られる井堰跡や無数の足跡のついた水田跡が牟礼遺跡で発見されていま現 また、

東奈良においては昭和 48年に銅鐸の鋳型が発見され、全国的に銅鐸の生産地として広く世の中に知ら

れる事となりました。近年では平成 11年に行われた発掘調査によっく 東奈良の方生集落を巡る環濠

のひとつから、とてもめずらしい小銅鍔が発見されました。このように弥生時代には農耕社会における

銅鐸というシンボルを、早くから活用して発展してきた大集落がこの茨木の地に根づいていました。

さらに、その後の古墳時代では紫金山古墳 。耳原古墳・将軍山古墳・太田茶臼山古墳 (現継体天皇

陵 )といった数多くの古墳が築かれ、飛鳥・奈良時代を経て律令制が確立される時代にわたって日本の

歴史に少なからず影響を及ぼしていた地域でありま現

このように豊かな自然と大地、温暖な気候に恵まれ交通の要衝であるこの地を舞台に、時代ごとに多

くの先人たちの生き様が大地に刻み込まれてきました。この大地に残された先人たちの生活や文化を知

ることにより、私たちの現在の暮らしがこれまでの歴史の上に成り立っていることを再確認させてくれる

と同時に、これからの暮らしに少なからず豊かさを与えてくれるものと考えておりま現

今回の報告書は、茨木市立生涯学習センター建設に伴う郡遺跡発掘調査の概要報告であり、この調

査成果をもとに文化財の保護・保存・活用・啓発に努め、後世の人々に文化遺産を残し伝えていくこと

が大切であると考えていますきまさに生涯学習の場にふさわしいと言えま現

なお、発掘調査にあたりましな 深いご理解とご協力をいただきましたご関係の皆様方に深く感謝す

るとともに、今後とも本市の埋蔵文化財の保護・保存によリー層のあたたかいご理解とお力添えを賜り

ますようお願い申し上げま現

平成 17年 3月 31日

茨木市教育委員会

教育長  大 橋 忠 雄
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1.本書は茨木市教育委員会が平成 14年度に実施した、茨木市畑田町に所在する郡遺跡 (茨木市立生涯学習
センター建設事業 )の発掘調査概要報告書である。

2.調査は、大阪府教育委員会文化財保護課の指導。助言を得怠 茨木市教育委員会が実施した。
発掘調査は下記の事務局体制により、平成 14年 (2001)10月 に着手し、平成 15年 3月に終了した。なお、埋

蔵文化財に関する業務は、(現 )地域教育振興課文化振興係が主担当としてあたった。
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教  育  長
生 涯 学 習 部 長

地域教育振興課長

文 化 振 興 係 長

担 当 主 査

(平成 15年度～ )

(平成16年 12月～)

(平成 16年度～ )

3.調査は試掘調査を平成 14年 5月 28日に調査員 中東 正之が担当し、本調査を平成 14年 10月 18日か
ら平成 15年 3月 21日まで実施し、調査員 黒須 靖之が担当した。整理・報告書作成業務は平成 16年 12
月末日まで行った。本書は執筆・編集。実測・撮影を黒須が担当し、トレ=スを黒須

。西坂 泰子が担当した。
4.本書で使用する標高はすべて T.R(東京湾標準海水面 )で表し、図中の方角はすべて座標北 (西偏約 7度 10

分 )である。平面直角座標第 VI系に準じるが、H14年 4.1の測量法の改正により世界測地系への成果変換が

進んでいるが、本書は日本測地系の旧座標を使用している。

5,発掘調査にあたっては、地元の方々をはじめ、寺西建設株式会社、安西工業株式会社、中央図書館、東急
不動産株式会社、関係方々にご協力いただいた。また、本調査では調査員 宮本賢治、調査補助員 高瀬隆
治。若林純也・西井貞義。辻本祐布子・江崎貴子、整理作業では、水洗。註記・接合を内業補助員 田中良子。

峰松皓代。大戸井和江。高橋公子・二反長恵子・堀沢照美。下口法子・不日田恵津子・井上和香奈が行った。なお、

調査の実施および報告書の作成については関係諸機関をはじめ以下の方から多大なご教示を賜った。

森郁夫 (帝塚山大学教授 )・ 濱野俊― (三上山博物館 )・ 免山篤 (茨木市文化財保護委員 )・ 奥井哲秀 (茨木

市立文化財資料館 )。 宮脇薫 (茨木市教育委員会 )

6.調査で出土した遺物および記録等は茨木市教育委員会 茨木市立文化財資料館〒567-0034 大阪府茨
木市東奈良三丁目 TEL072-634-3433で保管している。

猛 遺構。遺物等の記載は、土層および遺物の色調については『新版標準土色帖』(小山・竹原 編 )を用いた。
遺物の縮尺は基本的に 1/8、 他原寸・1/2・ 1/4で、遺構平・断面図は図中にスケールを掲t大 縮尺率を明記した。

8,遺構の記号・番号は次のとおりとした。
SB(建物跡 )SC(柱列 )SD(溝・流路 )SE(井戸 )SF(土塁状遺構 )
SH(石敷遺構 )SI(竪穴および堅穴住居 )SK(土渡 )SZ(方形周溝墓 )
SX(不定形遺構・不明遺構 )

遺構番号は弥生時代から古代までは1～ 499、 中世以降は 500～に分けている。また、柱穴については総

数が多いため、この限りではない。
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I口 遺跡の環

1.位置と地形

茨木市は、大阪府の北東部に位置し、市域は南北 17.3km、 東西 8.6kmと南北に長く、東西に短い市域

を有している。地理的特徴としては、北半部は標高 300m前後の秩父古生層系の岩石により構成される北

摂山地およびそこから派生する丘陵部からなり、西は標高 50～ 100m前後で前期洪積層の隆起地形のひ

とつで大阪層群で形成された千里丘陵が南北に伸びヽ 東と南は淀川・安威川などの河川によって形成された

沖積層からなる三島平野が広がっている。

また、市内を流れる河川は北摂山地に源を発し、安威川・佐保川・茨木川や中河原付近で茨木川と合流

する勝尾寺川等の主要河川が屈曲しながら北から南へ三島平野を流れ、神崎川と合流し大阪湾に注いでい

る。東奈良遺跡をはじめとする茨木市の遺跡は、千里丘陵の東側に位置し、淀川中・下流域北岸に広がる

北摂地域の西半部に属している。今回調査された郡遺跡は茨木川右岸の千里丘陵から派生した段丘の先端

に位置し、標高 15m程である。遺跡の範囲は南北に約 1.5km、 東西 lkmと茨木川沿いにやや北西
―南東

方向に広がっており、今回の調査地点は遺跡の東端部にあたる。

2.歴史的環境

茨木市および周辺での最古の人類の足跡は、旧石器時代後期の国府型ナイフ形石器や有舌尖頭器が、山

間部の初田遺跡や丘陵部裾の太田・耳原・郡・福井
。安威遺跡等で表面採集や後世の遺物包含層から検出

されている。また、沖積地の微高地上に立地する東奈良。新庄遺跡でもナイフ形石器が出土している。

縄文時代の遺跡は茨木市および周辺では各時代の遺跡数に比べると分布は希薄で少なく、草創期から縄

文時代中期にかけての遺跡はほとんどなく、縄文時代後期になっく 太田・西福井
。初田遺跡など丘陵部

に見られるようになる。縄文時代晩期になると遺跡数が増加してくる傾向にあり、近年の発掘調査によっく

明確な遺構と遺物を伴う晩期の遺跡として、耳原遺跡や牟礼遺跡があげられる。市内では茨木川 (佐保川 )

と安威川に挟まれた舌状台地に立地する耳原遺跡で縄文晩期 (滋賀里 III～ V式・船橋式・長原式)の土

器棺墓群が検出され、安威川右岸の沖積地に立地する牟礼遺跡では縄文晩期 (滋賀里 III～ IV☆船橋式 )

の土器・自然流路・井堰・水田跡が検出されている。また、東奈良遺跡では弥生時代の遺物包含層から縄

文時代前期末 (大歳山式・北白川下層式 )の爪形文 (C字 )土器、弥生前期の溝から東北地方の縄文晩期

後半 (大洞 A・ 〆式 )に併行する浮線文土器、晩期後半の突帯文土器が出土している。

弥生時代になると遺跡数が急に増加し、北部九州から東進してきた水稲農耕をはじめとする弥生文化は、

大阪湾から淀川を北上し、茨木市にも急速に広がりを見せはじめる。市内の弥生時代前期の遺跡は、東奈

良を中心に、牟礼・耳原遺跡など前代の縄文時代晩期から続く遺跡や目垣遺跡に集落を形成する。また、

安威川を遡上し、両岸に耳原・郡・倍賀遺跡にも集落を形成する。特に東奈良遺跡では畿内や九州の拠点

集落と同様、集落の周り|こ環濠を幾重にもめぐらせており、畿内では最も古い弥生前期末の方形周溝基や

貯蔵穴・木器溜め遺構を検出している。また、遺跡の南東部では流水文銅鐸の鋳型や大阪湾型銅戎の鋳型・

ガラス勾玉の鋳型などが出土している。集落の中に鋳造工房施設を持っていたものと推定され、これらのこ

とから北摂地域における拠点集落のひとつであると考えられている。この東奈良遺跡は弥生前期から中世に

至る複合遺跡怠 遺跡の範囲は南北約 1.4km、 東西 lkmを測る。

弥生時代中期になると更に遺跡数が増加し、市内の主要河川の両岸や丘陵部・山地部にまで広がりをみせ

る。東奈良遺跡の分村と推定されている中条小学校遺跡や中河原・太田・溝咋
。春日・倍賀遺跡、高地性

集落の石堂ケ丘遺跡などが出現する。周辺では高槻市に東奈良遺跡と同様に拠点的集落と考えられている

安満遺跡や平野部に郡家川西・芥川遺跡、丘陵上に天神山遺跡があり、北摂山地の尾根上には高地性集

落と呼ばれる古曽部・紅茸山・萩之庄・芝谷遺跡が展開している。吹田市でも弥生中期から後期の高地性

集落である垂水遺跡がある。また、千里丘陵東の山田別所では外縁付紐式銅鐸、箕面市如意谷遺跡では
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突線紐式銅鐸が単独出土している。弥生時代後期にはさらに宿久庄。安威・総持寺遺跡等が出現する。

古墳時代に入ると北部の丘陵部に、紫金山古墳や将軍山古墳が相次いで造営される。両古墳とも全長

100m程の前方後円墳怠 後円部中央に竪穴式石室が構築される。紫金山古墳では堰室内から12面の鏡

や貝製の鍬形石。車輪石。筒形銅器が出土している。将軍山古墳の竪穴式石室の石材は和歌山県の紀ノ川

流域から運ばれたとされる結晶片岩を用いている。古墳時代前期末には、安威 0号墳、安威 1号墳が築造

される。安威 0号墳は直径約 10mの円墳怠 墳頂部には割竹型木棺を入れた粘土椰が 2基 (1・ 2号棺 )
検出されている。安威 1号墳は全長約 45m、 後円部径約 30mの前方後円墳で、後円部墳頂に東西主軸を

持つ粘土椰 2基 (1・ 2号棺 )が検出されている。

古墳時代中期になると、全長 226m、 後円部径 138mの前方後円墳である太田茶臼山古墳 (継体天皇陵 )

が造営される。周囲には陪家も5ヵ所存在し、三島地域最大級の古墳である。また、石山古墳や高槻市の

土保山古墳、番山古墳等が築造される。墳丘を削平された中期の古墳が郡。駅前遺跡。中条小学校遺跡

でも検出され、近年では、太田茶臼山古墳と同じ安威川左岸の「富田台地」上の総持寺遺跡においく 約

40基もの古墳が発見されており、内 1基のみが円墳で方墳を主体とする古墳群が確認されている。規模は

4～ 15m程であるが、出土した円筒埴輪や形象埴輪の中には太田茶臼山古墳や今城塚古墳に埴輪を供給

していた新池埴輪製作遺跡産とする分析結果が得られている。

古墳時代後期になると、横穴式石室を主体とする古墳が、安威川。佐保川・勝尾寺川流域の山麓部に出

現する。茨木市域怠 最も早く横穴式石室を導入したと推定される青松塚古墳が築造され、続いて南塚古

墳・海北塚古墳が築造され、群集墳である安威古墳群・将軍山古墳群。新屋古墳群。長ケ淵古墳群・郡古

墳群 。真龍寺古墳群・耳原古墳 (群 ―最近の調査で新たに古墳発見 )などが築造される。特に耳原古墳は

直径 23m前後の円墳で巨大な横穴式石室を持ち、玄室奥壁は花筒岩の一枚岩、側壁 3段積みで玄室内に

は奥棺に凝灰岩製の家型組合式石棺、前棺は家型割抜式石棺を持っている。周辺の高槻市では安威川と女

瀬川に挟まれた富田台地上に全長約 190mの前方後円墳である今城塚古墳が築造されている。群集墳では

塚原古墳群・塚脇古墳群・慈願寺古墳群が形成される。また、古墳時代後期末から終末期にかけて初田古攪

上寺山古墳・阿武山古墳が築造される。

集落遺跡としては、弥生時代から引き続き東奈良遺跡 。太田。中条小学校・郡・倍賀・安威・総持寺遺

跡などで集落が営まれるが、集落規模 。構造等の具体的な事は未だ明らかではなく、高槻市側では安満遺

跡や大蔵司遺跡・芥ナ|1遺跡などで前時代の弥生時代から引き続き集落が営まれている。また、吹田市域で

は古墳時代後期に千里丘陵東南部に大規模な須恵器窯が多数築かれる。

古代律令期になると高槻。茨木地域をそれまで三島郡 (『日本書記』雄略 9年条 )と呼んでいた地域が主

に高槻市側を嶋上郡、茨木市側を嶋下郡 (初見は和銅 4年 (711))と呼ばれるようになる。嶋下郡は、新野・

宿人 (久 )・ 安威・穂積の4郷からなり、嶋下郡衡は旧山陽道 (西国街道)沿いの郡付近にあったと推定さ

れている。今回の調査地の郡遺跡は古代律令期には、そのほとんどが新野郷に属し、一部穂積が穂積郷に

属していたものと思われる。また、嶋上郡衛は昭和 45年に富田台地上の芥川右岸沿いの高槻市郡家で奈

良時代の掘立柱建物跡群や「上郡」と墨書された土師器が出土したこと等で嶋上郡衡とされている。また

飛鳥～奈良時代頃にかけて創建された有力氏族の氏寺とされる穂積廃寺・太田廃寺 。三宅廃寺があり、特

に太田廃寺からは礎石・舎利容器一具そして軒丸・軒平瓦が出上し、安威大織冠山からは凝灰岩製の石櫃

から三彩釉蔵骨器が発見されている。最近の発掘調査によると、総持寺遺跡から総持寺北遺跡にかけて6

世紀～ 10世紀前半にかけての集落跡 (掘立柱建物跡を主体とする)が確認されており、総持寺遺跡では 7

～ 8世紀代の建物が多く、約 80棟ほど検出されており、さらに数十棟は確認されることは確実である。ま

た、総持寺北遺跡では9世紀～ 10世紀代の建物が多く、約 70棟ほど検出されている。郡遺跡においても

畑田町内の西側、現在の主要地方道大阪高槻京都線沿いの茨木インターチェンジ付近で 7～ 8世紀代と思

われる建物群が検出されているほか、郡神社の北東裾野に広がる郡山遺跡からも当該期の建物跡が検出さ

れている。東奈良遺跡においても確認されているが、これまでの調査事例からすると西国街道沿いの遺跡か
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ら当該期の大規模な集落が発見されている。なお、平安時代前期 (9世紀 )には、忍頂寺・総持寺が建立

される。

中世に入ると、郡・宿久庄・総持寺・春日・倍賀・中条小学校・牟礼・溝昨・目垣・東奈良遺跡などで掘

立柱建物や井戸を中心とした中世集落が展開し、当時使用していた瓦器・土師器・東播系須恵器・青磁・

白磁などの椀・皿。郷・鍋・捏ね鉢等が出土している。

3.調査に至る経緯

(1)これまでの調査

郡遺跡では昭和 48年度に本格的な発掘調査が茨木インターチェンジの南側の大阪府住宅供給公社上穂

積団地建設用地にて約 20,000∬が実施された。調査の結果、弥生時代中期～後期の方形周溝墓・竪穴住居・

井戸や古墳時代中期～後期の墳丘が削られた古墳が約 10基・馬の埋葬土墳、奈良時代～平安時代の掘立

柱建物跡や南北方向の溝等が検出された。同年、上穂積 2丁目に所在する市立西幼稚園建設に伴って発掘

調査が実施され、弥生時代中期 (畿内第H様式)の方形周溝墓 1基と埋葬施設の土墳墓 2基を検出している。

また、昭和 52年度には畑田町において市立畑田小学校建設に伴う試掘調査においく 古墳時代の遺物包

含層が確認されたことにより遺跡範囲が東へ大きく広がる契機となった。この発掘調査で弥生時代中期の方

形周溝墓を中心に後期後半のものまで 9基 。古墳時代後期の竪穴住居 1棟・飛鳥時代～平安時代前期の

井戸等が検出され、滑石製子持勾玉や韓式系土器や「大」とヘラ描きされた須恵器瓶子が出土した。昭和

55年度には上穂積 2丁目において古墳時代中期の削平された古墳が 1基検出された。昭和 57年度には遺

跡の北部、郡 4丁目で倉庫建設に伴う発掘調査で多数の柱穴群が検出され、昭和 60年度の上穂積 2丁目

の店舗建設に伴う発掘調査では、弥生時代中期 (IH様式)の溝を共有した方形周溝墓 3基・奈良時代の掘

立柱建物跡や溝が検出されている。また、上穂東町の共同住宅建設に伴う発掘調査では 12世紀頃の溝が

検出されている。

郡遺跡の南端に接する倍賀遺跡では、昭和 61年度に市立春日保育所建設に伴う発掘調査が実施され、

弥生時代中期の方形周溝墓や弥生時代後期および古墳時代後期 (6世紀 )の溝の一部が検出された。さら

に、同年、隣接する住友セメント(株 )茨木工場において施設の建設に伴って発掘調査が実施され、弥生

時代中期の方形周溝墓 ?が検出されている。平成 3年度にも住友セメント(株 )茨木工場において倉庫建設

に伴う発掘調査が敷地東半部で実施された。調査面積は 3,000∬怠 検出された遺構は 1辺が4.5～ 9m

程度の方形周溝墓 14基 。自然流路 1条 。大溝 3条 。溝 35条・土墳約 110基 。柱穴 200日程であった。

方形周溝墓の傾向としては周溝が完周せずに大きく陸橋部が開くタイプが多く、周溝の断面形は逆台形や U

字形を呈し、溝幅 0.4～ 3m・深さ0,1～ 0.7mを測る。流水の痕跡は認めらげ 、遺物は弥生時代中期 (畿

内第 HI様式)の土器が周溝内から出土しているが、方形周溝墓 9～ 11以外は再片で摩滅しており、時期

決定は困難とされた。いずれも今回の調査地からは南へ 40～ 90m程度しか離れておら或 関連性が強く

窺える調査である。

近年、郡遺跡では南に隣接する市立中央図書館建設に伴う発掘調査が平成 2年度に実施された。調査面

積は 2,830∬怠 検出された遺物の中には弥生時代前期後半の広口壷があるが、遺構に伴うものではなかっ

た。この調査では弥生時代中期前半の土墳が最も古く、主な遺構の形成は弥生時代後期からである。また、

調査地を南北に延びる環濠と推定される大溝が検出されており、開削時期は不明としながらも弥生時代後期

後半には埋没して機能を失ったと推定している。(茨木市 :平成 4年度発掘調査概報 )この大溝の内側 (西

側 )では竪穴住居跡が 1棟・井戸 1基・土器廃棄土墳等が検出されている。また、古墳時代の遺構 (5世紀

後半～ 6世紀初頭頃)が多く、落込みや井戸から多数の須恵器や土師器が出土しているほか、韓式系土器

も見られる。中世の井戸からは和泉型瓦器椀・土師器皿・土師器鍋。東播系須恵器捏鉢が一括出土しており、

和泉型瓦器椀は 12世紀中頃のものとされている。(尾上編年 H-2)
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(2)調査経過

今回の発掘調査は、平成 14年 4月 16日、茨木市生涯学習部生涯学習課から埋蔵文化財確認試掘調査

についての依頼を受t共 同年 5月 28日に建設予定地に5箇所のトレンチを設定して試掘調査を実施したと

ころ、そのすべてのトレンチにおいて遺構および遺物包含層等が確認されたことから、建設予定部分全域に

おいく 発掘調査を実施することとなった。同年、10月 4日から準備工に入り、10月 23日より表土除去

作業を開始した。調査は予想される土量から反転調査とし、西半部の掘削を先に行った。表土除去・排土

運搬。盛土成形等重機等の使用は 11月 2日まで行ない、その後は中世面の遺構検出から人力掘削している。

中世面の精査は 11月 26日で終了し、遺物包含層掘削に移行した。包含層掘削は茨木市道路座標軸 (国土

座標平面直座標第 VI系 )を使用して、10m× 10mグリッドを設定して行なっている。東西方向A～」、南

北方向 1～ 7(原点 E-4G  准130300卜39500)を使用した。包含層掘削は 12月 6日に終了し遺構精査
を開始した。西半部の写真測量は12月 25日に実施し、翌年平成 15年 1月 6日から重機による埋戻工、1

月10日から東半部の表土除去等を開始した。重機等の使用は1月 24日まで行ない、1月 22日から遺構精且

2月 5日から3月 4日まで遺物包含層掘削をおこない、同時に第 2面の遺構精査を実施している。写真測

量は3月 15日に実施し、3月 20日に調査を終了した。
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‖日調査の内容

1.調査概要

郡遺跡は茨木市の西側に南北にのびる千里丘陵から派生した丘陵部先端、茨木川右岸の標高 15mほど

の所に位置する。市内は西から流れてくる勝尾寺川と北から流れてくる茨木川が中河原あたりで合流し南東

へ流れ、田中町・西河原あたりで同じく北から流れてくる安威川と合流し、時計回りに弧を描くように南流し、

神崎川と合流し大阪湾へ至っている。この自然の作用で形成された河や丘陵に囲まれた部分は概ね大きく4

つの地域に分類できる。北摂山地および縁辺の勝尾寺川と茨木川に狭まれた地域、茨木川左岸と安威川右

岸に狭まれた地域、安威川左岸の富田台地に属する地域、西の千里丘陵と安威川右岸に挟まれた地域の4

つがある。この最後の地域が市内において最も広大な沖積地を形成し、数多くの遺跡が営まれてきた。郡

遺跡もこの地域に属し、縄文時代晩期の井堰で有名な牟礼遺跡、弥生時代前期の東奈良遺跡が営まれてき

た地域である。

郡遺跡は南北 1.2km、 東西 0.7kmにも及ぶ市内では東奈良遺跡に次ぐ広さを有する遺跡であり、その範

囲は北が郡 3・ 4丁目、上郡 1丁日、五日市緑町(西は上穂積 2～ 4丁目、南は春日5丁目、東が畑田町

に及ぶ。

今回の調査地は遺跡東端の畑田町で周辺では過去の調査事例が豊富な場所である。今回の調査区の西

隣では昭和 52年度に茨木市立畑田小学校建設の際に、建物部分の発掘調査が実施され、南では平成 2

年度に隣接する茨木市立中央図書館の建設の際に発掘調査を実施している。また、北に隣接する高層マン

ション建設に際しても、平成 12年度に発掘調査が実施されている。これらの調査ではいずれも、弥生時代

中期～後期の方形周清墓群と、北。南に隣接する調査では古墳時代中期～後期 (5世紀中頃～ 6世紀初頭 )

頃にかけての竪穴住居跡を中心とする集落跡が検出されている。

今回の調査で検出された主な時代の遺構と遺物は次の通りである。弥生時代中期～後期にかけての墓域

である方形周溝墓群が検出され、その総数は推定 27基におよぶ。調査区の南西 北東方向にかけて集中

して見られ、軸方向も南西 北東方向に向いている。その特徴として、方形周清墓の周溝は完全に周回して

おら或 陸橋部分が存在する周溝墓が多数見られることや、周溝墓同士が溝を共有しているものが多数存

在する。また、SZ(方形周溝 )4は長方形を呈する主体部と見られる土墳が 2基並列して検出されているが、

このように、主体部とみられる土墳が存在する周溝墓は少ない。墳丘の平面形は方形もしくは隅丸方形 (長

方形 )を呈しており規模は 1辺 3.6～ 10.lmを測る。小さいもので 3.6× 3.6m(推定 )で面積約 13Mのも

のから、大きいもので猛9× 9,7mで面積約 77�を測る。周清の断面形は逆台形や U字形を呈し、清幅は

0.3～ 3.2m、 深さ 0。 1～ 0,8mを測る。遺物の多くは弥生時代中期の畿内第 III様式を中心とする土器で周

溝内から出土しているものが多いが、弥生時代後期の遺物を伴う方形周溝墓も見られる。

さらに、調査区南東部に方形周溝墓群を区画する南西 北東方向に延びる溝 (SD)220とその外側に位置す

る大きく弧を描く清 (SD)196がある。また、調査区中央東端では人の足跡が無数に検出されている。なお、

弥生時代の溝・土墳等の遺構の総数は清が 37条、土墳が 17基、柱穴が 103口ほど検出されている。

古墳時代の遺構と遺物は 5世紀後半代の須恵器を中心とする遺物を出土する竪穴住居跡 (SI)群や井戸・

溝・土墳等で構成される集落跡である。竪穴住居跡は 26棟ほど確認されており、調査区全域に見られるが、

南半部に集中する傾向が窺える。また、その主軸方向は大きく3つに分けられ、真北を向くグループと、南

西―北東方向を向くィカレープと南南西―北北東を向くィカレープに分けられる。いずれも住居の構築時期によ

る差異と思われるが、出土遺物から大きな時期の差はないと見られる。また、S113と S114は竪穴住居同士

が切りあっており、S113が S114に先行し、S114の平面形は長方形を呈する。さらに調査区北端で検出され

た S16・ 7からは多量の須恵器不蓋。身および高郷が出土した。平面形は方形もしくは隅丸方形を呈し、規

模は 1辺 1.8～ 猛4mを測り、小さいものは 1.8× 2.3mで床面積 4,14�から、大きいものは 7.4× 7.5m

で床面積 55,5∬を測る。井戸は調査区南端で 2基 (SE2・ 3)が検出されており、須恵器大甕や口縁を細か
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く打ち砕いた土師器直回壷が出土している。また、調査区西端では北西―南東方向の長方形に区画された

溝が検出され、その溝に囲まれた部分の面積は約 230∬である。出土遺物は有段口縁壷や小型丸底鉢 (古

墳時代中期頃の蓋・郵。高邪等の須恵器)乃 周ヾ溝内から出土している。なお、古墳時代の溝。土墳等の遺

構総数は溝が 7条、土渡が 28基、柱穴が 127口ほど検出されている。

古代の遺構は、弥生時代と古墳時代の遺構に比べるとかなり少ない。溝や土墳、柱穴などである。SD74

からは奈良時代頃の遺物がまとまって出土している。また、瓦の破片も遺構から数点出土しており、近く|こ

古代の遺構群の存在を示す資料である。

なお、弥生時代中期～古代までの第 2遺構面において検出された遺構数は、溝が 190条、土壌 348基、

柱穴4,676口であった。その一部の遺構からは遺物を伴って時期の判明する遺構も多いが、遺物を伴わな

い遺構も数多く存在し細かな検証を要する。

中世の遺構は掘立柱建物跡や竪穴、大溝、耕作溝等で構成される集落跡の遺構群が検出されている。

特に大溝 (SD521)とま調査区を東西に横切る形で検出され、その総長は 77mにもおよぶ。また、調査区西

端では大溝が北に屈曲する様相を見せるが、調査区外へと延びるため定かではない。また、この大溝に直角

に取り付くように北からSD512がのびる。大溝の幅は3～ 5mほどであり、南には一部礫敷きがされ、土

塁状にやや高まりをもって検出された。この大溝に伴って出土した遺物は、土師器皿や「て」字状口縁皿、

瓦器椀、白磁碗、龍泉窯系青磁碗、東播系捏ね鉢、陶器甕、壷、瓦、鉄鏃等である。概ね時期は11世紀

代から13世紀前半頃までの時期を示すが、遺物の主体となる時期は 12世紀～ 13世紀前半頃であると思

われる。この大溝の北側には主軸方向を―にするSB(掘立柱建物跡 )501～ 503と SI(竪穴)518が配置さ

れている。S1518の西隣りにはSH(配石遺構)501が見られる。S1518か らは多量の遺物の一括出土が見られ、

13世紀前半頃の上師器皿・12世紀代の瓦器椀等、12世紀前半頃の白磁碗等が出土している。SB501の個々

の柱穴からは土師器釜や瓦質土器、13世紀前半頃の瓦器椀 (和泉型)が出土している。これら大溝に区画

された北側では建物群や竪穴が見られるのに対し、南側は耕作溝等が中心となっているようである。溝、建

物を構成する柱穴群の総数は溝が 313条、土墳が 109基、柱穴が2,231回検出されている。

今回の調査では4,332∬ を調査し、弥生時代から中世までの遺物がコンテナに約 112箱出土しており、

そのうち図化が可能な遺物の総数は約 800点にも及ぶが、今回は408点を掲載した。出土遺物の総重量

は626kgで、0,144kg/� であった。主な出土遺物の大半は5世紀後半頃～ 6世紀初頭頃の須恵器が中心で、

邪蓋。身。高不・高邪蓋。壷・甕、土師器器台・高郷・把手付鉢。小型丸底鉢。壷・甕等があり、また、石

製品は砥石や滑石製紡錘車が出土している。これらの遺物は竪穴住居跡や井戸。溝からの出土がほとんど

である。弥生土器は方形周溝墓の周溝内からの出土が多く、広口壷、無頸壷、有段口縁壷や甕、鉢、小型

有孔鉢、高郵、台形土器等であるが、弥生時代中期から後期にかけてのものである。また、相対的にみる

と墳丘が削平されているためか、遺物の出土量が極めて少なく、個々の方形周溝墓の時期特定は困難である。

古代の遺物は少量で SD74から奈良時代の土師器大形郵蓋や高台付皿、高邪が出土している。遺物包含層

からは須恵器甕やすり鉢、平瓦 (7世紀後半頃)が出上している。他に柱穴からも平瓦等がみられる。中世

の遺物をみると、概ね H世紀～ 13世紀代までのものが出上しているが、土師器皿、羽釜、瓦器椀、黒色

土器椀、白磁皿・碗、龍泉窒系青磁婉東播系須恵器片口鉢。こね鉢、施釉陶器、滑石製石鍋、砥石、鉄針

板・鏃等がある。
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調査区西半部 西壁断面 A
T P 17 0m

S

T P 16 0m

T P 15 0m

田査区西半部 南壁断面 C
T P 17 0m

T P 16 0m

T P 15 0m

調査区東半部 南壁断面 D

T P 16 0m

T P 15 0m

T P 14 0m

翻O:Sic‖ OYR5/2,Sic5Y5/3粒 3蝋 ～0 3cm大 白色粒多量に含む。

調査区西半部 西壁断面B

T P 17 0m 調査区東半部 南壁断面 D

T P 16 0m

T P 15 0m

T P 14 0m

Sic7 5YR2/3 0 2cm大
Sic7 5YR2/3 0 2cm大
Sic7 5YR2/3 0 2cm大
Sic7 5YR2/3 0 2cm大

11m大 白色礫少

1-1 5cm大 白色礫少～中
lcm六 白色礫少

T P 16備

T P 15 0m

T P 14 0m

T P 16 0m

T P 15 0m

T P 14 0m

TP,160m

T P 15 0m      T P 15 0m

T P 14 0m

Al:Sic110YR3/3,Si HOYR5/6 粒～0 3cm 2蝋
A2:SicHOYR3/3,Si‖ OYR5/6 粒～0 3cm l蝋
用 :Sic110YR3/3,Si‖ OYR1/5 05-11m大  5-1蝋
Bl:Sic110YR2/2,Si‖ OYR6/8 05-lcm大  15“

中～硬

中～硬

中～硬

中～硬

中～密

中～密

中～密

中～密

酸化鉄3銚

酸化鉄15%

酸化鉄%

酸化鉄酬

T P 16 0m

T P 15 0m

T P 14 0m

Al:SicHOYR3/2,S‖ 10YR5/4 ～0 5cm大
A2:Sic110YR3/2,Si110YR5/4 ～0 5cm大
B:Sic110YR3/1l S‖ 10YR5/6 05-lcm大
C:SicHOYR2/2,SH 10YR5/6 05-lcm大
D:Sic110YR2/2,Si110YR5/6 05-lcm大

15-20% 中～軟 密 0 5cm大礫中
30X 中～軟 中～密 0.3cn大礫少～中 P面
20-30% 中～軟 中～密 0 3cm大礫少～中 P面
15% 中～硬 中～密 0 5cm位礫少 30%
10% 中～硬 中～密 0卜2cm大礫少

第5図 調査区断面図 (1)
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T P 17 0m調
査区西半部 北壁断面(1)E

SD7iSic110YR3/2,Si HOYR5/4粉 ～粒 15セ0% ～lom大 レキやや多く含。中―軟 中―疎。
九:HC10YR71,SL10YR5/2粒 30“ 中―軟 中―密 1～ 5cn大 レキ多量に含。

調査区東半部 北壁断面 (1)西側 F

T P 16 0m

T P 15 0m

T P 16 0m

T P 15 0m

T P 14 0m

調査部東半部 東壁断面 (1)北側 H

凹 Om

T P 16 0m

I P 15 0m

調査区東半部 北壁断面 (1)東側 G

T P 16 0m

T P 15 11m

T P14.lh

Ⅷ :SH 10YR6/2,Sic110YR3/2 1cm大  15翌蝋 中～硬 中～疎
Al:Si‖ OYR2/1,Si110YRG/1 齢 中～軟 中～密
A2:SicHOYR2/1,Si HOYR4/3J/4 2030% 中～軟 中～密

T P 16 0m

f P 15 0m

T P 14 0m

T P 16 0m

T P 15 0m

T P 14 0m

第6図 調査区断面図 (2)
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T ' 16 0m

T P15,Om

T P 14 0m

調査区東半部 東盛断面 (2)」
N

基本層序
I層 :Sic10YRG/8(明 賞褥色砂礫層)
E層 :Si HOYR4/1(褐灰色シルト層)
エー1層 :Sit7 3GY6/1,SilSY6/8(緑灰色シルト層)
I-2層 :Si15GY6/1,Si15Y6/8(オリージ灰シルト層)

樋輔盤 |ゞ棚撃層括伊考生ま靭 罠阻 湛シルトブロツク気)中世追物包含馳

解―:淵 I解漸賀:Σ智綿静10b:孟楔雪晟
ウ
31鞘と♂裔大盈難肥冦

8～0 3cmA催粒およф5コ cmA脚ヒ物、1～ 3cmAレキやや多く含。「L8姓雌。
学。中・ 軟 中増  土器やや多く出土。(黒褐色土)

Ⅵ‐2層 :Sic110YR2/2,Si日 OYR5/6粒 5監 中・ 軟 中―疎 Si15YR5/8 0 SonIA焼 と散および066“大レキ多量に含i土器出土。
utt i si HoYR7/8,05～ lom大ブロック 3040% 申報  密。(地山)

(黒褐色土に掲灰色粘土含。)

T P 16 0m

T P 15肺

と二μ・Om

第7図 調査区断面図 (3)
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2.基本層序

当調査地は東西に約 80m、 南北に約 60m怠 調査区断面はすべての面で記録した。それによると、

本層序は概ね普遍的に見られる8層とした。

第 I層 :盛土。  (明 黄褐色砂礫層 )
第Ⅱ層 :十日耕土。 (褐灰色シルト層 )

0,9-1.5m

O.1-0,3m

0。15-0.38m

第Ⅲ層 :中世～近世遺物包含層。および耕作土層。tt HI層は H卜 1～ Ⅲ 3層まで細分できることから、

複数回の耕作がみられる。

(緑灰色シルト・オリーブ灰シルト層 )

0.1-0.2m

第Ⅳ層上面にて中世 (第 1面 )遺構面検出。

第Ⅳ層 :中世遺物包含層。第 IV層もIV-1～ Ⅳ -2層まで細分できる。また、調査区北東部においく

この第Ⅳ層は確認されていないため削平を受けたのであろう。したがつく 第 V層上面で中世 (第

1面 )遺構面の検出を行っている。

(灰色シルトブロック含む暗褐色土層。)

0,1-0.3m

第V層 :古代
～
中世遺物包含層。調査区南西部では確認されておら或 肖町平された可能性が高い。

(黄褐色シルトを含む暗褐色土層。) 0。1-0.3m

第Ⅵ層 :弥生時代後期～古墳時代遺物包含層。調査区南西部では確認されておら或 削平された可能性

が高い。

(褐灰色粘土を多く含む黒褐色土層 )

第Ⅶ層上面にて弥生時代中期～古代 (第 2面 )遺構面検出。

第Ⅶ層 :弥生時代中期。後期遺物包含層。Ⅶ -1～Ⅶ 2層まで細分できる。調査区西半部では確認され

ておら或 削平された可能性が高い。

(黒褐色土層。)

0.1-0.4m

第Ⅷ層 :地山 (黄橙色シルト層 )基本的に調査区全域がこの地山面であるが、調査区北西端に限っく

青灰～紫灰色を呈した粘土面が地山面となる。

第 1遺構面と第 2遺構面の検出面の標高は、中世 (第 1面 )は調査区北西部が標高 14,9m、 調査区南

東部で標高 14.6m、 と南東部に向かって緩やかな斜面となっている。また、弥生時代中期～古代 (第 2面 )

では調査区北西部が標高 14.8m、 調査区南東部が 14.2mとなうており、中世面と同様に南東部に向かって

斜面となっている。第 2面では比高差 0.6mに対して第 1面では0,3mとなっていることから、時代の経過

とともに北西部から南東部にむかって自然の堆積作用が働いていたことを示している。

さらに、調査区北東部において青灰～紫灰色粘土層の地山が確認されているが、これは遺跡の東端部に

あたり、現在はやや北側を流れる茨木川ではあるが、当時はすぐ東側を茨木川が流れていたものと思われ、

蛇行による流れによって形成されたものと見られる。その粘土地山面では弥生時代中期頃の方形周溝墓が検

出されており、この弥生時代中期以前に紫灰色を呈する粘土面が形成されたことが窺える。
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3.古代以前の遺構と遺物

(1)弥生時代

(り 方形周溝墓 (SZ)1～ 3

方形周溝墓 1(第 8～ 11図 )
位置 調査区北西隅。 平面形 方形。 軸方向 N10° E。 規模 南北 8.5m、 東西 5.5m～。 墳丘規模 南
北 5,Om、 東西 4.8m～。 主体部 不明。 陸橋 不明。 周溝の幅 1.6～ 2.2m 深さ 0.27～ 0.33m。
断面形 皿形～逆台形を呈する。溝の共有 SZ2(SD65)

重複関係 SI(竪穴住居跡 )1。 SK(土墳 )23に切られ、SZ2を切る。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
埋土 SD64は A～ C層の大きく3層に大別され、A層は黒褐色土に黄褐色シルトを含む。B層は暗褐色土
に黄褐色シルトを含む。Cl層は暗褐色土に明黄褐色シルトを含む。C2層は明黄褐色シルトに暗褐色土を含
む。SD65は方形周溝墓 (SZ)2と共有しており、A～ B層の2層に大別され、Al層は灰黄褐色土に黄褐色
シルトを含む。A2・ 3層は暗褐色土に褐色シルトを含む。Bl層は黄色シルト|こ褐灰色シルトを含む。

壁の状態 緩やかに立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。
出土遺物 SD64の周溝内から数個体分の弥生土器甕が出土した。(第 9・ 11図・表 1)1～ 5はいずれも口

縁部が短く外反し、体部上半に膨らみをもち、底部は平底を呈する。口縁外面はヨコナ式 体部は平行タタ

キを施現 弥生時代後期後半～古墳時代初期頃 (庄内併行期古段階)に属するものと思われる。

方形周溝墓 2(第 8～ 10。 12図 )
位置 調査区北西隅。SZlの南側。 平面形 方形。 軸方向 N10° E。 規模 南北 9,9m、 東西 6.5m～。
墳丘規模 南北猛Om、東西 6.4m～。 主体部 不明。 陸橋 南東隅。 周溝の幅 0.8～ 2.Om。 深さ 0.27
～ 0.4m。  断面形 SD66は U字形、SD65・ 67は逆台形を呈する。 溝の共有 SZl(SD65)・ SZ3(SD67)
重複関係 SK(土蹟 )23に切られる。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
埋土 SD66は A～ B層の 2層に大別され、Al～ A3層は黒褐色土に褐灰色シルトを含む。また、土器も

多く含む。Bl層はにぶい黄褐色土に明黄褐色シルトを含む。SD67 ①はA～ C層の 3層に大別され、A～
B層は黒褐色土に褐色シルトを含み、A層には土器を多く含む。C層は黒褐色土に褐色シルトブロックを多く
含む。

壁の状態 SD67はややきつく立ち上がる。 底の状態 溝の共有が見られる部分はほぼ平坦であるが、SD66
では溝底面が少し窪む。

出土遺物 (第 12図・表 1)SD66・ 67①の断面 A層に土器が見られる。SD66は SZ2固有の周溝怠 他の

周溝墓との共有は見られないもの怠 この溝からは弥生土器高郵の円盤充填法が施された受部～底部、水

平回縁の高邪、甕口～体部片く壷が出土。概ね畿内Ⅲ様式に属する。また、第 12図 7は小型有孔鉢の

完形品である。口縁に平行沈線を廻らし、焼成前穿孔で30箇所の孔があけられている。SD67からも甕。議

鉢等の破片が出土している。
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第9図 方形周溝墓1～ 3遺物出土状況図

出土状況③
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SD-64

Al:Sic日 OYR3/2,Si‖ OYR5・ 8 02-lcm大  15糖 中=軟 蜜 0 0cm大 白色粒多
A2:Sic HOYR3/2,Si‖ OYR5・ 8 02-5cm大 30% 中一軟 中―蜜 l Cln大白色粒中 02刊 6cmt―ホウ少
BISic110YR3/3,Si HOYR5/6 粒～lcm大 20皓  中―軟 中―疎
82:Sic110YR3/3,Si HOYR5/6 粒～2cm六 40X 軟 疎 0 5cm大力器'ン少
CliSicHOYR3/3,Si HOYR6/6 粒～lcm大  50-60X 中=軟 中―疎
G2:SH 10YRG/6,Sic110YR3/3 05■ lcm大  1酬 Hc10YR6/1 1■ cm大  15翌0% 中=軟 密

SD 65

AtSic110YR4/2,Si HOYR5/6 粒～0 5cln大 405銚 中一軟 中部F lom大 礫少
A2:SicHOIR3/3,Sil10YR76 粒～0 5cm大  3蝋 申―軟 密 ～0 3cln大力‐ボン少 砂
A31SicHOYR3/3,Si‖ OYR4/6 粒～9 5cln大  20-30路 中―軟 密 

～
0 3cm大力‐ドン少

Bl:SI12 5Y7/8,Si HOYR6/1 粒 3040% S‖ 7_5YR5/8 粒30" 05卿 大カイ ン少

SD守 1

Al:SicHoYR3/2,Si HOYR5/6 0`5cn大  30% ～0.2cm大カーギン徹 中‐軟 中一密
A2:SicHOYR3/2,Si110YR5/6 0 5cm大  1併15% ～0 2cm大カーホ・シ少 中―ン案 中―密
BISi HOYR5/6iSic110YR3/3 1on大  39イ ‖c40YR6/1 ～lcln大 20X 中 中

E         ‖
い15.4mttH  ェト

S

SD■70   い15 4m tt」

w                  E

E卜 餅刊い
'4蘭 引F

W

SD■ 7②    卜15 4m tt L

S♭66

Al:Sic HOYR3/2.Si日 OYR6/1 粒～ 3040X 中―軟 中一密 土器多 ～03m大力帯・ン少
A2'SiC HOYR3/2,Si HOYR6/1 粒～ 15-20X 中―軟 中一密 土器中 ～0 3om大肝下ン少

併想 :1協彬 争ミ||1群 形ヽと 辞11法

'!昔

ッ芦 1♂4ご
0製
査脇 実ヵィ ン微

SD-67①
AliSicHOYR2/2,Si110YR4/6,～ 0 3om六  5守

“

 中韻  密 土器少量出土。
A2:SicHOYR2/2,Si HOYR76,～ 0 5cm大  1}2蝋  中‐硬 密 土器多量出土。
Bl:SicHOYR2/3,Sil10YR4/6.粒 2鶴 中―軟 中絹
B21Sic110YR2/3,Si‖ OYR4/6,粒 15-20% 中と軟 中―密
CtSicl10YR2/3,Si HOYR76,卜 2cmフ・H"1併4叫 中一軟 中

M杵
N

0ト
N

SK-25日
5澪
N

S

SK 26日

&ユ
P

S卜67②
Al:SicHOYR4/1,Si110YR5/6 粒～0 5om大フ・ロック 30-40“  中―軟 中―密 土器少量出土。
Bl:SicHOYR3/2,Si HOYR6/6 粒～lCm大メロック 1銚 中―軟 中―密 土器多量出土。

:千 :罰 :H群彫&言8酷と6ガレず躍需契イロデ齢制″輩c謂許酪/21伽大デ剛如5竹 中報

SK-25

Al:Sic‖ OYR2/2,Si HOYR5/6 粒～0 5cm大 10% 中練  中―疎 ～0 2cm六カイ ン少
A2:Sio HOYR2/2.Sil10YR5/6 粒■3cm六  20“  中数  中―疎 ～0 2cn大方―ギン少
A3:Sic110YR2/2,Si HOYR5/6 粒～11m大 5-7h 中―軟 中―密 ～0 2cln大カードレ少 Si17 5YR6/8 ～0 3cn大  少鉾土粒)
Bl:Sic1loYR3/2,Si HOYR5/8 粒 3040% 中一軟 中絹  ～0 2cm大 白色粒多

SKと 26

Al,SicHOYR3/3,Si110YR76 ～0.5cm大フ
・口

" 1併
15% 申―軟 中―密

A2:SicHOYR3/3,Sil1 0YR4/6 1cm大 フ・Hv, 10% 中―軟 中―疎
A3:Sic11 0YR3/3,Si HOYR4/6 1cm大 デIIvク  25■酬 中―軟 中―疎
BI:Sic110YR5/6t Sic110YR3/3 粒 2蝋 中―軟 中―疎

第 10図 方形周溝墓 1～ 3断面図

中‐密
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第 11図 方形周溝墓 1(SD641出土遺物
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0        1:3      10cm

第 12図 方形周溝墓 2・ 3(SD66・ 67)出土遺物

方形周清墓 3(第 8～ 10・ 12図 )
位置 調査区北西隅。SZ2の南側。 平面形 方形。 軸方向 NH° E。 規模 南北 5.6m、 東西 2.5m～、
墳丘規模 南北 3.6m、 東西 2.lm～ 主体部 不明。 陸橋 不明。 周溝の幅 0。8～ 1.Om。 深さ 0.1～
0.26m。 断面形 逆台形。 溝の共有 SZ2(SD67)重複関係 SD521に切られる。 掘込面 肖町平。 検出面
VH層上面。

埋土 SD-67②はA～ C層の 3層に大別され、Al層は褐灰色土に黄褐色シルトを含み、土器を少量含む。

Bl・ B2層は黒褐色土に明黄褐色シルトブロックを含む。Bl層に土器を多く含む。Cl層は明黄褐色土に褐

灰色粘土ブロックを含む。

壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 墳丘側に傾斜があり深くなる。
出土遺物 (第 12図・表 1)SZ2と 周溝を共有する部分 (SD67)か らまとまって4個体分の弥生土器広口壷

が倒壊した状態で出土している。その内、第 12図 6は弥生時代中期中葉のH様式に属し、器高 3猛 4cm、
口径 20.9cm、 体部最大径 2猛9cmを測る。体部最大径は体部中央にあり、卵型を呈する。内外面ともに

摩滅が著しいが、ナデやハケメが一部見られる。また、凹線文嫉 った広口壷の口縁や鉢といった中期後葉

(IV-1・ 2様式 )の上器も出土している。
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(11)方形周溝墓 (SZ)4・ 5

方形周溝墓 4(第 13～ 14図 )

位置 調査区中央西側。 平面形 方形。 軸方向 N89° E。 規模 】ヒ西一南東 9。4m、 南西 北東 猛4m。
墳丘規模 ゴヒ西―南東 75m、 南西一北東 5,6m。 主体部 隅丸長方形土墳 2基。(SW NE)棺 1長軸 2.2m
×短軸 1.Om・ 棺 2長軸 2.Om×短軸 0.8mを測り、長軸上には両端にピットを掘り込んでいる。 陸橋 西
に開口。 周溝の幅 0.4～ 1,8m。 深さ 0.16～ 0,3m。 断面形 】ヒ西辺のみ逆台形を呈し、他はU字形を
呈する。 溝の共有 なし。 重複関係 SK21・ SD87に切られる。 掘込面 肖町平。検出面 VH層上面。
主体部埋土 棺 1は深さが 0。 lm、 ピット部分でも0。18mほどで底面はほぼ平坦である。埋土はA～ B層に

分けられ、Al・2層は暗褐色土に褐色シルトを含み、B層はピット部分の堆積で褐灰色粘土に暗褐色土を含む。

棺 2は深さが 0,lm、 ピット部分では 0.28mを測り、底面はほぼ平坦である。埋土はA～ B層に分けられ、

Al・ 2層は黒色上に褐色シルトや褐灰色粘土を含み、ピットのB層は灰色粘土や灰白色粘上である。

周溝埋土 SD-80①～④はA～ B層に大別され、Al～ A3層は黒褐色土に褐色シルトを含む。Bl～ B3層

は暗褐色土に黄褐色シルトや褐灰色粘土を含む。

壁の状態 緩く立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。 出土遺物 SD80の北東から北部にかけて弥生時代中
期中葉頃 (第 III様式)の広口壷や無頸壺、小型の甕、高不の破片が出土している。東側では底部 3点、

水差の半環状把手が出土している。さらにアゼ内からは櫛描平行文・波状文を施した無頸壷、鉢や円形浮文

の生駒西麓産の土器がある。棺 1でも体部破片が、棺 2ではやや摩滅しているが胎土がチョコレート色を

呈する生駒西麓産と思われる体部破片が出土しているが、図化には至っていない。

方形周溝墓 5(第 13～ 16図 )

位置 調査区南西部。SZ4の南側。 平面形 方形。 軸方向 N46° E
規模 】ヒ西―南東 78m、 南西―北東猛2m。 墳丘規模 ゴヒ西―南東 5.9m、 南西 北東 5,4m。 主体部 なし。
陸橋 不明。(東 o 周溝の幅 0.7～ 2,2m。 深さ 0。13～ 0.46m。 断面形 南側は逆台形を呈し、他は
U字形を呈する。 溝の共有 SZ6(SD83-④ )。 重複関係 SD60。 S112に切られ、SK38を切る。掘込面
削平。検出面 地山面。

埋土 SD-83①～③はA～ B層に大別され、Al～ A5層は黒褐色土に明黄褐色シルトを含む。Bl～ B3層

は暗褐色土に黄褐色シルトブロックを含む。また、SZ6と共有するSD83 ④はC～ E層の 3層に大別され、

Cl・ 2層は黒褐色土に明黄褐色シルトや黄褐色土、褐灰色粘土を含む。Dl～ 3層は黒褐色土に褐色シルト

を含む。El・2層は黒褐色土ににぶい黄褐色シルトを含む。SD83 ⑤はA層が①～③と、D層が⑤と共通する。

壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 周溝南半部はほぼ平坦であるが、北半部は底面が狭くやや窪
む。

出土遺物 (第 16図・表 1)8は SD83南部で出土した広口壷で、器高は 376cm～、復元口径 31,2cm、

体部最大径 24.7cmを測る。その器形は丸く卵状の体部に軽くしまった頸部から大きくラッパ状に口縁が開

くことから、弥生時代中期中葉 (第 H様式)頃のものと思われる。器面は内外面ともに摩滅が著しいが、
一部ハケメが体部外面に見られる。口縁端部～内面に赤彩の痕跡が認められる。9は台形土器怠 全体が

ほぼ黒化しており、外面は太めのヘラミガキ、ヨコナ武 内面はヘラミガキ、ナデを施現 他に甕、底部 2点、

南西側で蓋や壷・甕体部破片が出土している。
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土婚 (SK)44(第 13・ 14図 )

位置 SZ4の墳丘上。 平面形 長方形。 軸方向 ほぼ東西方向。 規模 東西 2,lm、 南北 0.8m。 深さ～
0.4m。 断面形 逆台形。 重複関係 なし。 検出面 VH層上面。 底の状態 底面はほぼ平らであるが、長
軸で 0.9m、 短軸 0.5m(長軸方向の壁が緩く立ち上がる。 埋土 A～ C層の 3層に大別され、Al・ 2層
は黒褐色土に褐色シルトを含む。Bl～ 4層は黒褐色土に褐色シルトおよび明赤褐色の焼土粒を含む。C層

は黒褐色土に明黄褐色シルトブロックを含む。 出土遺物 なし。

土矯 (SK)45(第 13・ 14図 )

位置 SZ4の墳丘上。 平面形 長楕円形。 軸方向 N46° E。 規模 長軸 1.7m、 短軸 0.45～ 0,7m。 深
さ 0,18m。 断面形 皿形。 重複関係 なし。 検出面 VH層上面。 埋土 A～ B層に大別され、Al・ 2層
は黒褐色土に褐色シルトを含む。Bl層は黄褐色砂に褐灰色粘土を含む。 出土遺物 なし。

(11り 方形周溝墓 6

方形周溝墓 6(第 17・ 18図 )

位置 調査区南西部。 平面形 長方形。 軸方向 N50° れ吃 規模 ゴヒ西―南東 8,Om、 南西 北東猛4m。
墳丘規模 】ヒ西―南東 6.2m～、南西―北東 4.8m。 主体部 隅丸長方形土墳 1基。(SK59 NW― SE)長軸 2.2m
×短軸 0.75mを測る。 陸橋 東に開口。 周溝の幅 0。7～ 1,7m。 深さ 0.07～ 0.28m。 断面形 逆台形。
溝の共有 SZ5(SD83)。 重複関係 SD60・ 98に切られる。 掘込面 肖Utt。 検出面 地山面。
主体部埋土 (SK59)深さが 0.12m怠 底面はほぼ平坦である。埋土はA～ B層に分けられ、Al・ 2層は黒

褐色土に黄褐色シルトを含み、B層は黒褐色土に灰黄褐色粘土や明赤褐色の焼土粒を含む。

周溝埋土 SD-85は A～ B層に大別され、Al～ 2層は暗褐色土に黄褐色シルトを含む。Bl層は黄橙色シ

ルトに暗褐色シルトや灰黄褐色粗砂を含む。SD101 1よ C層の単層で SZ5と溝を共有するSD83に類似した

堆積である。黒褐色土に明黄褐色シルト、黄褐色土、褐灰色粘土を含む。

壁の状態 緩く立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。 出土遺物 SD83から弥生時代の壷。甕の体部破片と赤
彩された破片が出土。
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(IV)方形周溝墓 フ

方形周溝墓 フ(第 19・ 20図 )
位置 調査区南西隅。 平面形 方形。西半部は調査区外へとのびる。 軸方向 N42° E。 規模 ゴヒ西―南東
8,3m～、南西 北東 8.3m～ 墳丘規模 】ヒ西―南東子Om～、南西―北東猛Om～。 主体部 不明。 陸
橋 東に開口。 周溝の幅 1.3～ 1。9m。 深さ 0.8～ 0。92m。 断面形 逆台形。 溝の共有 不明。 重複
関係 SK56・ SD58に切られ、SK17を切る。 掘込面 肖Utt。 検出面 地山面。
埋土 SD57は A～ E層の 5層に大別され、Al～ 3層は黒褐色土ににぶい黄橙色シルトや黄褐色シルトを

含む。また、A3層には焼土粒が含まれる。Cl層は暗褐色土に明黄褐色シルトを含み、土器を多く含む。

Dl・ 2層は褐灰色粘土に暗褐色土や明黄褐色シルトを多量に含む。El層は明黄褐色シルトに|こぶい黄褐色

ブロック土と褐灰色粘土ブロックを多量に含む。SD59は A～ G層の 7層に大別され、Al～ A3層は灰黄

褐色シルトに黄褐色シルトを含む。Bl層は黄褐色シルトに褐色土を含む。Cl層は灰黄褐色土に明黄褐色シ

ルトブロックを含む。Dl層は明黄褐色シルトに|こぶい黄褐色シルト質埴土を含む。El層は暗褐色土に明黄

褐色シルトを含み、土器を少量含む。Fl層は褐灰色粘土に黄褐色シルトを含む。Gl層は褐灰色粘土にに

ぶい黄橙色シルトを多量に含む。 壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 やや狭く平坦である。
出土遺物 (第 20図 。表 1)10は SD59の C層から出土した完形の弥生土器広口壷である。器高 2猛 8cm、

回径 14.6cm、 最大径 16.8cmを測り、最大径を体部に有する。器形は回縁がやや開き、顕部に向かって

直線的に下り、体部は玉ねぎ状に丸く大きく張る。口縁と体部の高さはほぼ同じである。外面の器面調整は、

口縁部にハケメを施した後に、3条 1対の櫛描直線文が 7段施され、その下に櫛描波状文を施すき体部下

半はヘラミガキ、下端はヘラケズリを施すと内面はハケメ、ナデを施すき弥生時代中期前葉 (第Ⅱ-3様式 )

頃のものと思われる。その他に甕の口縁部や SD57からも広口壷ミ くの字口縁甕 (第 Ⅳ -1様式 )などが

出土している。また、5世紀後半代の須恵器を多量に包含するSD58と切りあっている事から、SD57・ 59

の埋土上層に須恵器が混入する。さらに、SD60・ 63の古墳時代とした隅丸長方形区画と主軸および陸橋部、

埋土の深さ等が類似することから、関連性も視野に入れておきたい。

(V)方形周溝墓 8

方形周溝墓 8(第 2卜 22図 )
位置 調査区西側南端。 平面形 方形。 軸方向 N44° E 規模 ゴヒ西―南東 12.9m、 南西―北東 11,Om。
墳丘規模 ゴヒ西―南東 9.6m、南西―北東 70m。 主体部 なし。 陸橋 不明。(北 0周 溝の幅 1.0～ 2.lm。
深さ 0.1～ 0,33m。 断面形 逆台形。 溝の共有 SZ6(SD85)・ SZ9。 10(SD99)。  重複関係 S111・ 15・
SD58・ SK25に切られ、SK17を切る。 掘込面 肖町平。 検出面 地山面。
埋土 SZ9と共有するSD991A B断面 )は A～ C層の 3層に大別され、Al層は黒褐色土に多量の黄褐色シ

ルトを含む。Bl～ 2層は黒褐色上に黄褐色シルトを含む。Cl層は明黄褐色シルトとこ黒褐色ブロック土や礫

をやや多く含む。SZ10と共有するSD99(C―D断面 )は C～ D層に大別され、Cl層は黒褐色土に黄褐色シ

ルトや礫が多量に含まれる。Dl層は褐灰色粘土に多量の褐色シルトを含む。SD62(E―F断面 )は SZ8固有

の周溝でA～ B層に大別され、Al層は黒褐色土に黄褐色シルトを含む。Bl層は暗褐色土に黄褐色シルト

ブロックを含む。B2層は暗褐色土に明黄褐色シルトブロックを含む。SD-86(I」 断面 )も SZ8固有の周溝で

A～ B層に大別され、Al～ 2層は暗褐色土に黄褐色シルトを含む。Bl層は黄橙色シルトに暗褐色シルトや

灰黄褐色粗砂を含む。壁の状態 きつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。
出土遺物 SD62から弥生土器口縁部が 6点、底部 3点、円形浮文が付された口縁部、口唇部に刻目のあ

る甕が出土。須恵器郵身く甕、高郭の破片が流入。SD86からは弥生土器甕の口縁部が出土。
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※ 断面図は 1:SO

SD-57

Ali SicHOYR3/2,S‖ 10YR6/3粒 30～40% 中―硬 密。
A2:Sic H OYR3/2,S‖ 10YR6/3粒 16～20% 硬 密 ～0 5cm大 炭化物少量含
A3:Sic H OYR3/2.Sil10YR5/6粒 10% 中―硬 密 ～0 5cm大炭化物少量含,

焼土粒多量に含。
Bli Si HOYR7/8,Sio10YR4/3 0 5cm大 30% 中一軟 中―密。
CI S cHOYR3/3.S‖ 10YR6/6粒 10～ 15% 中―軟 中―密 土器多く出土。
01:HC10YR6/1,Sic 10YR3/4 0 5om大 40%Si 10YR6/6粒 4蝋 中―軟 中―密
D2:HC10YR6/1,SiC H OYR3/4 0 5cm大 30～ 40%S‖ 10YR6/6粒 20%軟 中―密

El:S110YR6/8.Sic 10YR4/31～ 5cm大 ブロック 40～50% 軟 中一疎
HC10YR5/11～ 3cm大ブロック20%

SK-17

Fi SicHOYR2/2,Si 10YR5/8粒 20～30% 中―軟 密 土器やや多く出土。
F2:S ol10YR2/3,Si110YR5/8粒 10% 中―硬 密 土器多量出上。
F3:Sic H OYR2/3,S110YR5/83～ 8cm大 ブロック 20% 中―軟 密 土器やや
多く出土。

Gl:Si H OYR6/8,Sic H OYR3/21～ 5cm大 ブロック 40% 軟 中一疎。

SK-17

第 19図
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土墳 (SK)25(第 21・ 22図 )
位置 SZ8(SD86)の周溝に重なる。 平面形 楕円形。 軸方向 N44° E。 規模 長軸 2.15m、 短軸 1.2m。
深さ 0.7m。 断面形 逆台形。 検出面 SZ8検出面。 重複関係 SZ8(SD86)を切る。 壁の状態 きつく立
ち上がる。 底の状態 底面はほぼ平ら。 埋土 A～ B層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に褐灰色シルト
および粗砂～礫を多く含む。A3～ 5層は暗褐色土に褐灰色シルトブロックおよび砂礫を多く含む。Bl～ 2

層は褐灰色粘土に褐色細砂～砂礫を多量に含む。 出土遺物 遺物出土はない。

lVI)方形周溝墓 9

方形周溝墓 9(第 23・ 24図 )
位置 調査区中央南端。  平面形 方形。 軸方向 N55° E。  規模 ゴヒ東―南西 13.3m、 北西―南
東 11.6m。  墳丘規模 北東―南西 10,Om、 北西―南東猛4m。  主体部 なし。  陸橋 東に開口。
周溝の幅 0,9～ 2,9m。  深さ 0.1～ 0.23m。 断面形 逆台形。 溝の共有 SZ8(SD99)・ SZ10(SD97)・
SZ12(SD95)。 重複関係 S113・ 15・ SZ8に切られる。 掘込面 削平。 検出面 VII層上面。
埋土  SD1001A B断面 )は SZ9固有の周溝怠 A～ B層に大別され Al～ 2層は黒褐色土に褐色シルトを

含む。Bl～ 2層は褐灰色粘土に褐色シルトを含む。SD95(C― D断面 )は A～ B層に大別され Al層は黒褐

色土に黄褐色シルトを含む。Bl層は暗褐色土に明黄褐色シルトを含む。SD97(E―F断面 )も A～ B層に大

別され、Al層が褐灰色粘土に黄褐色土や礫を多く含む。Bl層は褐灰色粘土に黄褐色ブロック土や礫を含む。

SD99(G―H断面 )は A～ C層の3層に大別され、Al層は黒褐色土に黄褐色シルトや礫、炭化物を多量に含む。

Bl～ B2層は黒褐色土に黄褐色シルトや礫を含み、炭化物を多量に含む。Cl層は明黄掲色シルトに黒褐色

ブロック土や課をやや多く含む。

壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。
出土遺物  SZ12と共有するSD95から無文の弥生土器体部破片が出土。SZ10と共有するSD97からは弥

生時代前期 (第 I様式 )と思われる広口壷の口縁部が 1点と底部、体都破片(高郷受部が出土。SZ8と共

有するSD99からは体部破片が出土しSD100からの出土遺物はない。

土境 (SK)48(第 23・ 24図 )
位置 SZ9の墳丘南側。 平面形 楕円形。 軸方向 N57° E。 (1よば SZ9と同じ。)
規模 長軸 1,7m、 短軸 0,7m。 深さ 0.4m。 断面形 やや逆台形。 検出面 VH層上面。 重複関係 不明。
壁の状態 きつく立ち上がる。 底の状態 底面は北側で深くなる。
埋土 A～ B層に大別され、Al～ 3層は黒褐色土に褐色シルトブロックを含み、A4層は黒褐色土に黄褐色

シルトを含む。Bl層は黄褐色シルトに黒褐色ブロック土を含む。 出土遺物 なし。

土矯 (SK)60(第 23・ 24図 )
位置 SZ9の西側。SD100に重複。 平面形 楕円形。 軸方向 N16° W。 規模 長軸 1,6m、 短軸 0,81m。
深さ 0.17m。  断面形 皿形。 検出面 VH層上面。 重複関係 SD100を切る。 壁の状態 緩く立ち上が
る。 底の状態 ほぼ平坦。
埋土 A～ B層に大別され、Al層は暗褐色土に褐色シルトを含み、礫を多く含む。Bl層は黄褐色シルト|こ

黒褐色土と礫を多量に含む。 出土遺物 なし。
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土墳 (SK)61(第 23・ 24図 )
位置 SZ9の墳丘西側。 平面形 長方形。 軸方向 N60° E。 規模 長軸 2,35m、 短軸 0.83m。 深さ
0.2m。 断面形 逆台形。 検出面 VH層上面。 壁の状態 きつく立ち上がる。 底の状態 平坦。
埋土 A～ B層に大別され、Al～ 2層は暗褐色土に褐色シルトを含む。A2層は礫および炭化物をやや多く

含む。Bl層は暗褐色土に褐色シルトと礫を多量に含む。 出土遺物 なし。

(Ⅵり方形周溝墓 10

方形周溝墓 10(第 25図 )
位置 調査区中央南端。 平面形 方形。 軸方向 N55° E。  規模 南西―北東 9.6m、 北西―南東 8.lm～。
墳丘規模 南西 北東 6.Om、 南東―北西 6.Om～。 主体部 不明。 陸橋 不明。 周溝の幅 1.8～
2,9m。  深さ 0,1～ 0.48m。  断面形 逆台形。 溝の共有 SZ9(SD97)。 重複関係 S115・ SK133に切
られる。 掘込面 削平。 検出面 ⅥI層上面。
埋土 SZ9と共有するSD971A―B断面 )は A～ B層に大別され、Al層が褐灰色粘土に黄褐色土や礫を多く

含む。Bl層は褐灰色粘土に黄褐色ブロック土や礫を含む。SD245(C―D断面 )は A～ D層の4層に大別され、

Al～ 2層は暗褐色土に黄褐色シルトを含む。Bl層は黒褐色土に黄褐色シルトを含む。Cl～ C3層はにぶ

い黄褐色土に明黄褐色シルトブロックを含む。Dl層は褐灰色粘土に明黄褐色シルトブロックを多く含む。

壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 平坦。
出土遺物 SD245の北西部から赤彩された高郵口縁部が出土、ほかに体部破片が数点出土。

(Ⅵ Iり 方形周溝墓 ll・ 12

方形周溝墓 11(第 26～ 28・ 34図 )
位置 調査区中央南側。 平面形 方形。 軸方向 N60° E。  規模 ゴヒ西―南東 13.Om、 南西―北東
10,3m。  墳丘規模 北西―南東 9.5m、 南西―北東 7.4m。  主体部 不明。(SK41・460 陸橋 北 ?。
(やや周溝が細くなり、途切れかと九 ) 周済の幅 1,0～ 2.Om。  深さ 0。 12～ 0.6m。 断面形 (E―F断
面 )のみ逆台形。ほかはU字形。 溝の共有 SZ12(SD235)・ SZ14(SD223)。  重複関係 S118に切られる。
掘込面 削平。 検出面 ⅥI層上面。
埋土 SD223 ② lA B断面 )は SZ14と 共有しており、A～ D層の 4層に大別され Al～ 4層は黒褐色土に

にぶい黄褐色シルトを含む。A2層以外から土器が出土する。Bl層は黒褐色上に明黄褐色シルトや褐灰色

粘土ブロッ久 礫、土器を含む。B2層は黒褐色土に黄橙色シルトや褐灰色粘土ブロッ久 礫を含む。Cl層

は褐灰色粘土ににぶい黄橙色シルトや黒褐色土、礫を含む。Dl層は褐灰色粘土ににぶい黄橙色シルトを多

く含む。また、明赤褐色の焼土粒を少量含む。 D2層は灰褐色シルトに褐灰色粘土ブロックを含み、礫を多

く含む。SZ12と共有するSD235(C―D断面 )|ま A～ C層の 3層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土ににぶ
い黄褐色シルトを含む。Bl～ 3層は黒褐色土に褐色シルトや炭化物を含む。Cと ～ 2層は黄褐色シルトに暗

褐色土を多く含み、礫を少量含む。SZll固有の SD-91② (E―F断面 )/SD-91① (G―H断面 )は Al～ 2層は

黒褐色土に黄褐色シルトを含む。Bl～ 2層も黒褐色土に黄褐色シルトを多く含む。B3層は黒掲色土に褐色

シルトを含む。Cと 層は黄褐色シルトに暗褐色土を含む。 壁の状態  ややきつく立ち上がる。 底の状態
ほぼ平坦であるが、北東辺のSD223は底面がやや窪んでいる。

出土遺物 (第 34図・表 1)SD91か らはS112～ 14から流れ込んだと考えられる須恵器邪身く甕、土師器
壷口縁部、体部破片等多数が出土している。また、北東側では生駒西麓産と考えられる後期の弥生土器片

が出土している。SD 91 ① (G―H断面 )のアゼ内からは、弥生土器と考えられる壷の体部破片が出土している。
SZ12と共有するSD235のアゼからは体部上半に櫛描平行文を施した卵形で完形の無頸壷が出土した。(第
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34図 14)この無頸壷は器高 22.2cm、 口径 9,Ocm、 体部最大径 19,Ocm、 底径 6.6cmを測り、調整は外面

が口縁～体部上半に櫛描直線文を 7段施し、体部下半は縦方向のヘラミガキを施すき内面はハケメ怠 色

調は浅黄橙色を呈する。体部中央および口唇部に径 1.5～ 1.8cmの焼成後穿孔された人為欠損が認められ

る。さらに外面体都下端に赤彩痕跡が認められる。これらの特徴から供献土器と考えられるが、SZll・ 12

のどちらに供献した土器かは不明である。時期はおおよそ弥生時代中期中葉 (第 HI様式)頃と考えられる。

また、(第 34図 15。 16)は SD223から出土した土器であるが、15は弥生時代中期後葉 (第 I子2様式)頃
の広口壷口縁部怠 口縁端部には凹線文、頸部には櫛描直線文が施される。口縁部内面には刺突による列

点文が施される。復元口径 23.5cmを測る。16は土師器小型壷でS119か ら流入したものと思われる。時

期は概ね 5世紀後半と考えられる。また、SD223南東側からは弥生土器の壷。甕の体部破片や底部が数点

出土し、他にも高郵や器台等の破片が出土した。

土婚 (SK)41(第 26・ 28図 )
位置 SZllの墳丘西側。 平面形 楕円形。 軸方向 N82° E。 規模 長軸 1.45m、 短軸 0,48m。  深さ
0.21m。 断面形 U字形。 検出面 VH層上面。 壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 底面は皿
状に窪む。埋土 Al層は黒褐色土に褐色シルトブロックを含み、A2層は暗褐色土に褐色シルトブロックを多

く含む。 出土遺物 なし。

土境 (SK)45(第 26・ 28図 )
位置 SZ9の南西辺外側。 平面形 長楕円形。 軸方向 N74° E。 規模 長軸 1.9m～、短軸 0,7m。 深さ
0.23m。 断面形 やや逆台形。 検出面 VH層上面。 重複関係 SZ9(SD91)に 切られる。 壁の状態 きつ
く立ち上がる。 底の状態 平坦。 埋土 A～ B層に大別され、Al～ 3層は黒褐色土に黄褐色シルトブロッ
クを含む。Bl～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトブロックを多量に含む。 出土遺物 なし。

土墳 (SK)46(第 26・ 28図 )
位置 SZ9の墳丘内南側。 平面形 長楕円形。 軸方向 N38° E。 規模 長軸 2.lm、 短軸 0.65m。  深さ
0.24m。 断面形 U字形。 検出面 VH層上面。 重複関係 なし。 壁の状態 緩く立ち上がる。 底の状態
やや窪む。 埋土 Al層は暗褐色土に明黄褐色シルトブロックを含む。A2層は暗褐色土に明黄褐色シルトブ
ロックや赤褐色の焼土を含む。 出土遺物 なし。

土墳 (SK)4フ (第 26・ 28図 )
位置 SZ9の墳丘内南西辺。 平面形 長楕円形。 軸方向 N59° E。 (ほぼSZllと同じ。)規模 長軸 1.8m
～、短軸 0,7m。 深さ 0.28m。 断面形 逆台形。 検出面 VH層上面。 重複関係 SZ9(SD91)に 切られる。
壁の状態 きつく立ち上がる。 底の状態 やや窪む。 埋土 A～ B層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に
にぶい黄褐色シルトや炭化物を含む。Bl層は黄褐色シルトに黒褐色ブロック上を含む。 出土遺物 なし。

清 (SD)92(第 26・ 28図 )
位置 SZ9の墳丘内南西辺。 規模 全長 2.Om～。幅 0.37m。 深さ 0,2m。 断面形 U字形。 検出面 VH
層上面。 重複関係 SZ9(SD91)に 切られる。 壁の状態 きつく立ち上がる。底の状態 やや窪む。 埋土
単層で褐灰色土に黄褐色シルトブロックを多量に含み、明赤褐色の焼土を含む。 出土遺物 なし。

湾 (SD)93(第 26・ 28図 )
位置 SZ9の墳丘内南西辺。 規模 全長 1.8m～。幅 0.36m。 深さ 0.2m。 断面形 V字形。 検出面 VH
層上面。 重複関係 SZ9(SD91)|こ切られる。 壁の状態 きつく立ち上がる。 埋土 Al層は黒褐色土に黄褐
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色シルトブロックや炭化物を含む。B層は黄褐色シルトとこ黒褐色土を含む。 出土遺物 なし。

方形周漏墓 12(第 26～ 28・ 34図 )
位置 調査区中央南側。 平面形 長方形。 軸方向 N55° E。 規模 南西―北東 10.5m、 北西―南東 8,9m。
墳丘規模 南西―北東 74m、 北西―南東 5。 9m。 主体部 なし。 陸橋 なし。 周溝の幅 0。8～ 2.Om。 深
さ 0.2～ 0,42m。  断面形 逆台形。 溝の共有 SZ9(SD95)・ SZ12(SD235)・ SZ14(SD223)。  重複関係
S119に切られる。SZH・ 14を切る。 掘込面 肖町平。 検出面 VH層上面。
埋土 SZllと共有するSD235 ② (I」 断面 )は西側 C―D断面とは異なった土層を示筑 A～ D層の 4層に大

別され、Al～ 2層はにぶい黄褐色土に黄褐色シルトを含み、礫を少量含む。Bl層は暗褐色土に黄褐色シ

ルトを含む。Cl層は黒褐色土に黄褐色シルトや褐灰色シルトブロックを含む。C2層は黒褐色土に明黄褐色

シルトブロックや褐灰色シルトブロックを含む。Dl層は褐灰色粘土に明黄褐色シルトブロックを含む。SZ12

の北東辺 SD223(降 L断面 )は SZ14と 共有しているが SZ14より後から掘り込こまれており、A～ C層の3

層に大別される。Al～ 2層は黒褐色土ににぶい黄褐色シルトを含む。Bl層は黒褐色土に明黄褐色シルト

や褐灰色粘土ブロックを含む。B2層は黒褐色土に黄橙色シルトや褐灰色粘土ブロックを含む。Cl層は褐灰

色粘土ににぶい黄橙シルトや黒褐色土を含む。SD244(M― N断面 )は SZ12単独固有の溝でA～ C層の 3

層に大別され、Al～ 2層は暗褐色土に黄褐色シルトを含む。Bl・ B3層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロック

や炭化物を含む。B2層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロックや明褐色の焼土粒を含む。Cl層は黒褐色土に明

黄褐色シルトブロックを多く含む。SD95(0-P断面 )は SZ9と共有しており、Al層は黒褐色土に黄褐色シルト、

Bl層は暗褐色土に明黄褐色シルトを含む。 壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。
出土遺物 SZllで上述。
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D■ HC10YR4/1,Si 11研RC/3粒 4叫 軟 疎 S‖ 5YR5/8 0 3cm大 焼土粒少量含。
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B2:Sicl10YR3/?,Si‖ OYR4/4～ 0 5cm大 1銚 中―暉 中―密 ～0 2o�大白色粒徴量に含,0 5cmA炭化物やや多く含。
B3:Sicl10YR3/2,Sil10YR4/4～ 0 2on大 20% 中―硬 中―密 ～0 2cm大 自色粒徴量に合,0 5cmA炭化物少量含。
Cl:Si HOYR5/6,Sic110YR3/3粒 30～40X 中―軟 中‐疎 Sと ～0 5cm大 レキ少畳含。
02:Si HOYR5/6.Sic110YR3/3粒 50～G嚇 軟 中―疎 SL～ 0 5cm大 レキ少量含。

SD-91① ②
Al:SicHOYR3/2,Sil10YR5/805～ lom大プロック 5～洲 中―軟 中―密 ～0 2cmk自 色粒少量含。
A2:Sic110YR3/2,Si‖ OYR5/805～ lom大ブロック 15～ 2“ 中―軟 密 ～0 2cm大 白色粒やや多く含。
A3:Sic110YR3/2,Si HOYR5/805～ l cH大ブロック 20～3酬 軟 密 ～0,5cm大 自色粒少量含。
BI SicHOYR3/21 Si HOYR5/61～ 2om大ブロック 3齢 中―軟 中―疎。
B2i SicHOYR3/2,Sil10YR5/61～ 3o皿大ブロック 40～6酬 中―軟 中と密。
Cl:Si HOYR5/61SicHOYR3/3粒 30～4齢 中一軟 中‐疎 SL～ 0 5cm大 レキ少量含。
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A,Sic110YR4/3.Si HOYR5/6～ 0 5cm大 2鶴 中―硬 欝 ～α lcIは白色粒および0 5omAレキ少二含。
A2:SicHOYR4/3,Si HOYR5/6～ 0 5cm大 10～15% 中―硬 密 ～0 1cm大 白色粒少量含,0 5omレキ欲量に含。
Bl:Sic110YR3/3,Si HOYR5/60.5om大 20～ 25監 中―軟 中刊4 05～ lcm大レキ少量含。
Cl:Sic110YR3/2,Si‖ OYRS/6～ 5/8 0 5om大 20% 中―軟 中‐密 ～0 2cm大 白色粒少量含,Si110YR5/11～ 2cm大ブロック 20“含。
C2:Sic110YR3/2,Si日 OYR6/8 1om大 ブロック 30～40X 中預  中―密 ～0 2cm大 自色粒少量含,Si HOYR5/11～ 2cm大プロック 5～ 7“台。
Dl:HC10YR4/1,Si110YR6/8 1cm大 ブロック 40略 軟 中=疎 05～ lcm大 レキ少量含。

SD-244

A,Sic‖ OYR3/3,Si HOYR5/802～ 0.3cn大 20～ 25鴇 榎 密 1～ 3cm大 レキ少量含。
A2:Sic HOYR3/3,Si110YR5/802～ 0.3omA 4鶴  硬 密 1～ 3cm大 レキやや多く含。
BI SicHOYR3/2,HC10YR71～ lcm大ブロック 2蝋 中―硬 密 ～0 5cm大炭化物やや多く合,～ 03oぃ大白色レキ少量含。
B2i Sic110YR3/2,H010YR4/1～ lom大ブロック 10～ 15乳 中―軟 密 ～0 5om大炭化物および～0 1cm六 白色レキ少量含,SI15YR5/80.5cm大焼土粒少量昔。
B3i SicHOYR3/2,‖ G10YR71～ lo冊大ブロッタ 10% 中―軟 脅 ～0 5cm大炭化物やや多く含.～ 0 5om大 白色レキおよび1～ 2cm大 レキ少量含。
Cli Sic110YR3/2,Si日 OYR6/805～ lcm大ブロック 40～ 50路 中―軟 密 ～0 3om大 白色粒および5om大 レキ少量含。
SD-95

Al:Sic110YR3/2,Si‖ OYR5/6 0 5cm大 1酬 中―軟 中―密。
Bl:Sic110YR3/3,Si‖ OYR6/8～ 0 5om大 2酬 中―軟 中―疎。

第 27図 方形周溝墓 11'12断面図
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(IX)方形周溝墓 13・ 14

方形周溝墓 13(第 29～ 33図 )
位置 調査区中央。 平面形 長方形。 軸方向 N70° E。 規模 東西 12.5m、 南北 10.3m。  墳丘規模 東
西 10,Om、 南北 6.7m。 主体部 なし。 陸橋 】ヒ東 ?。 周溝の幅 0.6～ 2.Om。 深さ 0.25～ 0.5m。  断
面形 逆台形および U字形。 溝の共有 SZ14(SD202・ 231)。 重複関係 S116～ 18・ 25に切られる。
SZ14(SD230を切る。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
埋土 ゴヒ辺の SD202 ① (CD断面 )B～ D層の 3層に大別され、Al層は S125の埋土である。Bl層は暗褐

色土に褐灰色粘土を含む。B2層は暗褐色土に褐灰色粘土や黒褐色ブロック上を含む。Cl層は明黄褐色シ

ルトに褐灰色粘土ブロックと黒褐色ブロック土を含む。Dl層は褐灰色粘土に暗褐色シルトを多量に含み、明

黄褐色シルトも含む。東辺の SD202 ② (Eギ 断面 )は A～ C層の 3層に大別され、Al層は灰黄褐色粘土に

暗褐色シルトや明赤褐色の焼土を含む。A2層は灰黄褐色粘土に暗褐色シルトや礫を多量に含む。また、土

器も含む。Bl層は褐灰色粘土に黒褐色シルトを含む。B2～ 3層は褐灰色粘土に黄褐色シルトを含む。Cl

層は褐灰色粘土に黄褐色土を含む。南辺の SD202 ③ (G―H断面 )および西辺の SD202 ④ (IJ断面 )は A
～ C層の 3層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に褐色シルトや褐灰色粘土を含む。Bl層は黒褐色土に暗

褐色シルトや褐灰色粘土ブロックを含む。Cl～ 2層は黒褐色上ににぶい黄橙色シルトを含む。同じく南辺

の SD202 ⑤ (M―N断面 )は A～ B層に大別され、6層に細分される。Al～ 3層は黒褐色土に灰黄褐色シ

ルトや明赤褐色の焼土粒を含む。Bl～ 2層は黒色粘土に灰黄褐色シルトや礫を多量に含む。B3層は黒色

粘土ににぶい黄橙色シルトを含む。

壁の状態 ゆるく立ち上がる。 底の状態 やや皿状に窪む。
出土遺物 (第 33図・表 1・ 10)南西辺のSD94からは弥生土器の壷口縁部や甕の口縁部 (第 I子1様式 )、

底部 4点、体部破片が 50点ほど出土し、櫛描直線文による格子目文を施した壷 (第 HI-1様式)や円形浮

文等が見られる。SD202か らは凹線文の入った広口壷の回縁部や体部破片が出土している。SZ13固有の

北辺の SD202か らは木葉痕の見られる底部や高邪が出土した他に、第 33図 H～ 13が出土した。Hは
高郵で器高 18.8cm、 口径 22.5cm、 底径 13,7cmを測り、その器形は碗形の大きな郷部で口縁部が水平近

くまで外反し、脚部は中実の柱状部と小さく裾部が開く。調整は内外面ともにハケメを施筑 これらの特徴

から弥生時代中期前葉 (II様式)頃のものと思われる。12は甕で器高 23.4～ 24.2cm、 口径 1猛 5cm、 最

大径 1猛9cm、 底径 6.lcmを測り、その器形は胴部が丸みを持ち、やや張り出しが強く、口縁部と径が近

い。摂津型 aの特徴である口縁部内面のヨコハケがみられる。 11と同様、弥生時代中期前葉頃と考えられ

る。13は円柱状を呈する石灰岩であるが、用途不明である。両端は磨面があり4段に整形している。全長

は 11.7cm、 径 5.5～ 猛lcm、 重さ316gを測る。

方形周溝墓 14(第 29～ 33・ 34図 )
位置 調査区中央。 平面形 方形。 軸方向 N54° E。 規模 南西―北東 11.2m、 北西―南東 10.4m。 墳
丘規模 南西―北東 8,lm、 北西―南東 6.9m。 主体部 なし。 陸橋 東に開口。 周溝の幅 0.3～ 3.2m。
深さ 0,17～ 0.61m。 断面形 逆台形および U字形。溝の共有 SZll・ 12(SD223)・ SZ13(SD202・ 231)・
SZ15(SD223)。 SZ16(SD224)。  重複関係 SZll・ SZ12(SD223)・ 13(SD202)に切られる。 掘込面 肖Utt。
検出面 VH層上面。

埋土 】ヒ西辺 SD231は SZ13(SD202)に切られ、SD231 ① (G―H断面)およびSD231 ② ((L断面 )は D～

G層の 4層に大別される。Dl層は黒褐色土に暗褐色シルトや灰色粘土ブロックを含む。El～ 2層は黒褐

色粘土に暗褐色ブロック土を多量イこ含む。Fl層は黄灰色粘土に黒褐色ブロック土を含む。Gl層は灰オリー

ブ色シルト質埴土に褐灰色粘土ブロックや暗褐色ブロック土を含む。北東辺 SD-222① (OP断面 )/SD-222
② (Q―R断面 )|ま A～ B層に大別され、Al～ 4層は暗褐色土に褐灰色粘土ブロックを含む。さらに、A4層
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Aト 卜14.8m ttB Sr202 ①
SD-94

談 こ1留 器 繋 |‖留辮 謗 Iκ彼帯交 徽 4高

'lI熙

雹懇Bttiミ誉晉硬亀 Ы tt ЮYR3/13～飾 六プロック 試聴含。
B3:Sic11 0YR3/3,HC10YR5/11～ 2銅大 15“ ～0 3cm大 白色粒やや多く含,中■軟 中一密 Sic110YR3/13～ 5cm大 プロック 15%含。
Cl:Si HOYR6/8,H010YR5/11～ 3cn六 3螂 Si9HOYR3/105～ 2cmtt H5～ 29L中■軟 中と密 3cm大 レキ少量含。
D■ HC10YR5/1,Si‖ OYR3/4粒 40X Si‖ OYR6/6紛 1叫 中―軟 密・

W

E卜 H■箭

fi粗弩杵{L

卜14 8m  s隣
202③ SD-231

SW  SD翌02④

十日■師SD翌02 ②

E

→
F

旺

Ｉ
引
―

Ⅲ

Ｉ
ト
ー
Ｇ

SE

引
H

SD 202 ②
A■ HC10YR5/2 Si HOYR3/3粒 ～0 5cmA 30～ 40監 軟 中―密 ～α2om大白色粒多量に合,Si15YR5/8焼 土粒少量含。

舘紹MIぎ H辮:制が瑠命が名譜毯t荒牝F笑留色搬 烏癬ま環てとギ涙製
木レキやや多く含土器出土,

B21 HC10YR4/1,Si110YR3/6粒 20～30% 中―軟 中―疎 ～0 2cm大白色粒少量含す0.5～ lom大 レキ少量含。
B3:HC10YR5/1,Sil10YR5/6粒 50～6蝋 中,軟 中嘲露 0 6ow大 レキやや多く含。
91:HC10YR4/1,Sic110YR5/6粒 20“ 中―軟 中―疎 3～ 5o“大レキやや多く含。

SD-202③ `④
Al:Sicl10YR2/2,Si110YR4/4036m大 3鶴 HC10YR5/1 0 5cm大 15% 中―軟 中―密 05～ lcmAレキ少量含。

筆調1酵討脇 誓盤騰 峰雌聾|ガ
洗Ч森鶏説
ク
話學 考「考需戊七牽載翌茫懸声

少亀

y:二ti瀦雅謝剛ン1緞堺隅瑠颯簾総得と警♂譜0急実し抄お―。
と2:‖C10YR3/1,Sic110YR3/4 1cm六 ジロック 40X 中―軟 申一密 0.3～0 5cmAレキ少量含。
Fl:HC2 5Y5/1,Sicl10YR3/205～ 2cmAブ ロック 2蝋 中―軟 中―密。
eli Sic5Y6/2,HC10YR6/1 lcm大 ブロツク 1恥 Sic110YR3/3 1om大 ブロック 15～20X 中―歌 中―疎。

ｓ
叶 Sr202⑤ (方形周溝) 斗

S♭2観
斗

S♭222② sw

日■飾引R睡148m

Ｎ

Ｉ
引

―

ＮＥ
＋

S併202◎
A,Sic110YR2/2,Si HOYRS/203● m大 10監 歌 密 lcm大 レキやや多く含。Si15YR5/8α 5o市大燒土粒少量含。
A21 Sici10YR2/2,Si HOYR6/2 0 3cmA 2蝋  軟 密 lom大 レキ少量合,5～ 10cm六 レキやや多く含。Si15YR3/8 0 5cm大 焼土粒少量台。
A3:Sic110YR2/2,Si‖ OYR6/20.5cm大 1恥 軟 密 16m大 レキ少量合,5～ 10cm大 レキ徹量に含.Si15YR5/8 0 5cm大 焼土粒少量含。
Bl:HC10YR2/i Si HOYR6/2 0 5cnA 15～ 2蟷 軟 中―密 0 5onIA自 色レキ少量合。2～5cnAレキ多量に含。
B2:HC10YR2/1,Si HOYR6/2 0 5om大 10% 軟 中‐密 ～0 2om大 自色レキおよび2～5om大レキやや多く合。
B3:HC10YR?/1,SiHOYR73 0 5omA 20～ 30X 中―軟 中Ⅲ密 2～ 5cmAレキ多量に含。
Pit:HC10YR3/1,Si‖ OYR4/6粒～0.5cm大 2o～ 30Ъ 中―軟 密。

SD 2220,②
Ar SicHoYR3/3,HC10YR5/105～ 1●nlkブロック 3銚 中―軟 中‐密 ～0 1cmA自 色粒少量含α
A21 Sic110YR3/3,HC10YR5/105～ lcm大プロック 30～4al 中―軟 中―密 ～lCm大レキ少量含。

解 :十 :|1総チ争‖器 M&:I棚 鄭 日しZ4締
3撃

翠

―

繁_が争I編幹 ヤ請 ホ鶏 省リン 1留t編 脇 。2onlk催粒およm籠は A4L妙飴 。
Bl:附10YR71～5/1,Sil10YR5/8粉 40路 中―軟 中―密 0 2cnA炭化物少畳含。

第 30図 方形周溝墓 13・ 14断面図 (1)
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SD-224②
Al:Sio‖ OYR3/3,Si日 OYR3/1粒～lcI峡プロック 3蝋 中振  申=密 ～0.3om大 白色粒やや多く合,2～ 5cmAレ キ多量に含。
Bll Sic110YR4/1,Si日 OYR5/605～lom大 |ブロック 3齢 中―軟 中―疎 3～5cm大 レキ多二に含。
Cl:SicHOYR4/1,Si‖ OYR4/4粒 20～3哨 中一軟 中―密 8～ 5om大 レキやや多く含。
C2:Sic110YR4/1,Si110YR4/4粒 1軸 中―軟 中=密 ～lcm大レキやや多く含j

SD-223

A,SicHllYR2/2,Si110YR6/8～ 0 5cm大 10～1邸 中一軟 中増  ～0.5om六 白色レキ多量に含,1～ 3銅決レキやや多く含,Si15YR6/8 0 3om大焼土救少量含。

1† iS:1器艦売1部 11群器窮悪監糀験デ瞥ガ略～孵軟
～絲∵ユ見絲実をそ壕専多イ督μ

大レキやや多く含,S5YR6/80鉤大焼「Lm少量含。

S卜223②
AI SicHOYR2/2,Si‖OYR5/4粒 20～2酬 硬 密 ～05帥大白色レキおよび～lcII大 レキ多量に含,土器少二出土。

4::さ蛇|1群罷握|さ |1穂稔務継解名謂f_が奪_が者:双潔

'筆

増想多:§|ェ離ミ
キ少量含。

A4:Sic110YR2/2,Si HOYR5/4粒 10'15略 欺 中‐密 1～3om大 レキやや多く含,上器出土。
Bl:Siol10YR3/2,Si日 OYR6/6.HC10YR4/1粉 ～0 5om大 1齢 05～ lom六ブロック 15～ 20X 中―軟 中―密 1～ 2cm大 レキやや多く含,土器出土。
82:Sic110YR3/2,Si HOYR7/8,HCl,VR71粉 ～0 5cmA l朝 05～ lcmAブ ロック 20～3叫 軟 中―密 1～ 2cm大 レキ少量含。
Cl:HC10YR5/1,Si HOYR6/3粒 15～2蝋 SicHOYR3/1粉 20～30% 歌 中―疎 ～0 2cm大 白色粒少量含,05～ lom大レキやや多く合●
Dl:HC10YR4/1,Si日 OYR6/3粒 400軟 蘇 SH5VR5/8 0 3cm大 焼土粒少と含。
D21S‖ 7 5YR6/2,HC10YR4/11～ 5cm大ブ■ック 20～ 30“ 軟 疎 1～ 5cm大 レキやや多く含。

“

Ｎ

Ｉ
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Ｓ

Ｉ
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SK-117

卜146市

sw     SK-118

∝トロ・師
NE

lm

SK-94

Al:SicHOYR2/2i Si‖ OYR4/4粒 30% 中―硬 密 ～0 3cm大 白色粒やや多く合,03～ 1帥大炭1と物および上器少量出土。
A2:SicⅢ OYR2/2,Si HOYR4/4粒 15～20% 中と硬 申―密 ～0 3cmA白色粒やや多く合,α 3cm大炭化物少量含。

解創留1群篭危計十1群離分盤1隆4品4壕為―愚
α
辮 雹意括草多F璧脚

と物やや多く含。
BI Sic110YR3/2,Si12 6Y5/4紅 20～25X 軟 中‐疎 ～0 5on大 白色レキやや多く含。
821 Sict10YR3/2,S,12.5Y5た 粒 40X 中―軟 中鵜  ～0 1cm大 白色レキ少量含。

SK-117

AI SicHOYR2/1,HC10YR5/1～ 015c皿大 20～2郭 中一軟 中縮  ～010m大 白色粒少量合,～0 5cnAレキやや多く含・A2:SiO110YR2/1,HC10YR5/1～ 05m大 1酬 中―軟 中―蘇 ～0 1cn大 白色粒および～0 5cm大 レキ少量含。
Bl:Sic110YR3/11 Si,10楡 6/1粒～0 5cm大 20～30L 中‐軟 中=疎 ～0_3cm大 白色レキおよび10市大レキやや多く含。

SK-118

Al:Sic11042/3,Si110YR6/6粉 ～粒 5～邪 SH 10YR5/1～ 0 3om大 1叫 中と硬 中―密 ～01 2cw六白色粒やや多く含。
A2:Sic110YR2/3i Si110YR6/6粉 ～粒 10～1酬 Si110YR5/405～ lcm六プロック20h 中韻  中絹  ～0 2cm大 白色粒やや多く合,icm大 レキ少量含。
Bl:Si0110YR2/1,Si‖ OYRe/6粒 20～30% 中=軟 中‐密 ～0 2cm大 白色粒および2～5cm大レキ少量含。

SD-211

川:SicHOYR3/2,Si‖ OYR5/3粒 10～ 1齢 中報  中‐密 ～0 2cm大自色レキ少量含。
A2:Sic110YR3/2,Si1lα 硝/3粒 10～ 1邸 中―硬 中と密 ～02伽仄白色レキ少量含。
BI Sic‖ OYR3/2,Si110YR5/2粒 80“ 中―軟 中=密 1帥六レキ少二。
B2:Sic110YR3/2,Si110YR5/2粒 50～ 60%軟 中―球 1～ 3cmAレキ少二含。
Ct HC10YR2/2.Si HOYR5/3粒

～
lomAプロック 1酬 HC10YR6/11～ 3om大ブロック 3蝋 中―軟 脅 ～0 2om大白色レキ少二含。

Dl:HC10YR3/2,HC10YRC/23～ 5om大ブロック 30～40h Si HOYR6/6粒 ～lom大 |ジロック 15% 中―軟 中―密 ,c“大レキ少量含。

第 31図 方形周清墓 13・ 14断面図 (2)
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は黄褐色シルトブロックと明赤褐色シルトの焼土を含む。Bl層は褐灰色粘土に黄褐色シルトを含む。南東

辺 SD223の先端、東に開口した陸橋部の入り口付近から北東へ延伏 SZ16と共有するSD224 ② (ST断面 )

はA～ C層の 3層に大別される。Al層は暗褐色土に褐灰色シルトブロックや多量の礫を含む。Bl層は褐

灰色土に黄褐色シルトブロックや多量の礫を含む。Cl～ 2層は褐灰色土に褐色シルトとやや多く礫を含む。

南東辺の SD223(U平 断面 )は A～ B層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に明黄褐色シルトと多量の礫を

含み、橙色の焼土粒も少量含む。Bl層はにぶい黄褐色土に黄橙色シルトブロックと礫を多量に含む。南西

辺の SD223 ② (WX断面 )|よ A～ D層の 4層に大別され、9層に細分される。Al～ 4層は黒褐色土にに

ぶい黄褐色シルトや礫を含む。また、A2層以外は土器を含む。Bl層は黒褐色土に明黄褐色シルトや褐灰

色粘土ブロック、礫、土器等を含む。B2層は黒褐色土に黄橙色シルトや褐灰色粘土ブロック、礫を含む。

Cl層は褐灰色粘土ににぶい黄橙色シルトや黒褐色土、礫を含む。Dl層は褐灰色粘土に多量のにぶい黄橙

色シルトや明赤褐色の焼土粒を含む。D2層は灰褐色シルトに褐灰色粘土ブロックや礫を含む。

壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。
出土遺物 ゴヒ西辺の SD231から弥生土器の底部と櫛描直線文の入った広口壷体部破片が出土している。ま

た、SZll・ 12と共有するSD223から凹線文や櫛描直線文の見られる、弥生時代中期後葉 (IV様式)頃の

広口壷や器台破片が出土している。しかし、切り合いからSZ12や SZ13よ りも先行することが判明している

ことから、弥生時代中期前葉 (II様式)頃の造墓と推察される。

土矯 (SK)94(第 29・ 31図 )

位置 SZ13の墳丘内中央。 平面形 長楕円形。 軸方向 大きく東に振れる。 規模 長軸 2.8m、 短軸 0.9
～ 1.35m。 深さ 0.55m。 断面形 やや逆台形。 検出面 VH層上面。 重複関係 なし。 壁の状態 やや
緩く立ち上がる。 底の状態 やや窪む。 埋土 A～ B層に大別され、Al～ 4層は黒褐色土に褐色シルトや
炭化物を含む。Bl～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトを含む。 出土遺物 なし。

土矯 (SK)llフ (第 29・ 31図 )

位置 SZ13の墳丘内南隅。 平面形 楕円形。 規模 径 1.05m。
VH層上面。 壁の状態 緩く立ち上がる。 底の状態 やや窪む。
黒色土に褐灰色粘土、Bl層は黒褐色土に褐灰色シルトを含む。

深さ 0.19m。 断面形 U字形。 検出面
埋土 A～ B層に大別され、Al～ 2層は

出土遺物 なし。

土境 (SK)118(第 29・ 31図 )

位置 SZ14の墳丘内南側。 平面形 楕円形。 規模 長軸 1.25m、 短軸 0。9m。 深さ 0.23m。 断面形 U
字形。 検出面 VⅡ 層上面。 壁の状態 緩く立ち上がる。 底の状態 やや窪む。 埋土 A～ B層に大別さ
れ、Al～ 2層は黒褐色土に明黄褐色シルトや褐灰色シルトを含む。Bl層は黒色土に明黄褐色シルトを含む。

出土遺物 なし。

溝 (SD)211(第 29031図 )
位置 SZ13の墳丘内中央。 主軸 N66° W。 規模 全長 4.65m～。幅 1,05m。 深さ 0.52m。 断面形 逆台
形。 検出面 VH層上面。 壁の状態 きつく立ち上がる。底の状態 ほぼ平坦。 埋土 A～ D層の 4層に
大別され、Al～ 2層は黒褐色土ににぶい黄褐色シルトを含む。Bl～ 2層は黒褐色土に灰黄褐色シルトや

礫を含む。Cl層は黒褐色粘土ににぶい黄褐色シルトブロックや褐灰色粘土ブロックを含む。Dl層は黒褐色

粘上に灰黄褐色粘土ブロックや明黄褐色シルトブロック、礫を含む。 出土遺物 なし。
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SD 234
Al:Sicl10YR3/2,Si110YR5/6粒

～iom六ジ
ロック 20-2琳

Bt Sic日 OYR3/2,S‖10YRS/61～ 5cmAジ ロック 40～5悦

密幡　　　密韓

櫛ほ　　　岬韓

～0?emA白 色粒やや多く含。
～0.2CmA白色粒韓量に奮.

■籐 曾書患経驚:

SD翌25

Al:Slol10YR3/AS‖ 10VR5/6挫～2cnl大ブロック 40～ 50h 中鞭  中増  ～む2cnA占色粒および2～5om大レキ少二含Ⅲ

第32園 方形周溝墓 13・ 14断面図 13)
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第 33図 方形周溝墓 13(SD202)出土遺物
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第 34図 方形周溝墓 11・ 12・ 14・ 15・ 17(SD235・ 223・ 221)出土遺物
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(X)方形周溝墓 15。 16

方形周溝墓 15(第 35～ 38図 )
位置 調査区南東。 平面形 方形。 軸方向 N49° E。 規模 】ヒ西一南東 13.2m、 南西 北東 10.5m。
墳丘規模 】ヒ西一南東 9.7m、 南西―北東 7.9m。 主体部 隅丸長方形土墳 2基 ?。 (SK123-N46° W。 )

長軸 2.23m× 短軸 0.88mを 測る。 (SK125-N64° E。 )長 軸 2.2m× 短軸 0.8～ 1.Omを測る。 陸
橋 南に開口。 周溝の幅 0.5～ 2.15m。 深さ 0,22～ 0.6m。  断面形 逆台形一部 U字形。 溝の共有
SZ14(SD223)・ SZ16(SD224)。 重複関係 S119・ 20に切られる。SZ16(SD224)に 切られる。 掘込面 肖町平。
検出面 VH層上面。

主体部埋土 (SK123)深さが0,19m怠 底面はほぼ平坦である。埋土はC～ E層の 3層に分けられ、Cl層

は暗褐色土に明黄褐色シルトブロックや礫を含む。Dl層は暗褐色土に明黄褐色シルトブロックを多量に含む。

El層は明黄褐色シルトに褐灰色粘土ブロックを含む。(SK125)深さが 0.24m怠 底面はやや皿状にくぼむ。

埋土はA～ B層に分かれ、Al～ 2層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロックや礫を含む。Bl層は黒褐色土に黄

褐色シルトブロックと礫を含む。

周溝埋土 ゴヒ西辺のSZ14と共有するSD2231A B断面 )は幅が広く、2.6mほどある。A～ B層に分けられ、

Al～ 2層は黒褐色土に明黄褐色シルトや多量の礫を含み、橙色の焼土粒を含む。Bl層はにぶい黄褐色土

に黄橙色シルトブロックと礫を多量に含む。北東辺のSZ16と 共有するSD224 ① (E―F断面 )および② o③

はA～ C層に大別されるが、SD224 ①はA～ B層で C層は認められない。Al～ 2層は黒褐色土に褐灰

色粘土を含む。Bl～ 2層は黒褐色土に褐灰色シルトブロックと礫を多量に含む。同じく北東辺の SD238(I」

断面 )は SD224に比べて溝幅が 2倍の 1.8mほどあり、A～ B層に大別され Al層は黒褐色土ににぶい黄

褐色シルトや礫を多量に含む。A2～ 3層は黒褐色土に褐灰色シルトや礫を多く含む。Bl層は黒褐色シルト

質埴土に黄褐色砂壌土と礫を多量に含む。南西辺の SD-242① (M―N断面 )は B～ E層の 4層に大別され、

A層は SI(竪穴住居跡 )20の埋土である。Bl層は黒褐色土に褐色シルトブロックや礫を多量に含む。Cl層

は黒褐色粘土に褐色シルトブロックや礫を含む。Dl層は褐灰色粘土ににぶい黄褐色シルトブロックや礫をや

や多く含む。El～ 2層は黒褐色粘土にオリーブ灰色シルト質埴土や礫を多量に含む。SD-242② (0-P断面 )

はE～ G層の 3層に大別され、El～ 2層はにぶい黄褐色土に褐灰色粘土を含む。Fl～ 2層は黒掲色土に

褐色シルトや礫を含む。Gl層は暗褐色土に黄褐色シルトブロックを含む。

壁の状態 一部壁が崩れて緩く立ち上がる箇所も見られるが、墳丘側の壁の方がきつく立ち上がる。

底の状態 ほぼ平坦。 出土遺物 南西辺の SD242西コーナー部において弥生中期中葉 (III様式)頃の土器
の壺体都破片 (櫛描直線文による格子目文)や赤彩された高雰の邪部が出土した。北東辺のSD238からは

摩滅した体部破片のみである。

方形周清墓 16(第 35～ 38図 )
位置 調査区南東側。 平面形 方形。 軸方向 N57° E。 規模 ゴヒ西―南東 8.3m、 南西―北東 8.lm。
墳丘規模 ゴヒ西―南東 6.8m、 南西―北東 5,8m。  主体部 なし。 陸橋 北に開口。 周溝の幅 0.6～
1.4m。  深さ 0.28～ 0.34m。  断面形 逆台形。 溝の共有 SZ15(SD224)。 SZ17(SD221)。 重複関係
SZ15(SD238)を切る。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
埋土 】ヒ西辺 SD224 ② (C―D断面 )は A～ C層の 3層に大別され、Al層は暗褐色土に褐灰色シルトブロッ

クや多量の礫を含む。Bl層は褐灰色土に黄褐色シルトブロックと多量の礫を含む。Cl～ 2層は褐灰色土に

褐色シルトや礫を多く含む。南西辺。南東辺の SD224 ① (E―F断面 )・ SD224 ③ (G―H断面 )は A～ C層

の 3層に大別され、Al～ 3層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロックと多量の礫を含む。Bl～ 2層は黒褐色土

に多量の褐灰色シルトブロックと多量の礫を含む。Cl層は明黄褐色シルトに褐灰色シルトを含む。北東辺の
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SZ17と共有するSD221は方形周清墓 17で記述。壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。
出土遺物 南東辺 SD224から摩滅した体部破片が数点出土したのみである。

清 (SD)239(第 36・ 3フ 図 )
位置 SZ15の墳丘内東側。 主軸 N53° E。 規模 全長 3.7m～。幅 0,8～ 2.05m。 深さ 0,15m。 断面形
逆台形。 検出面 VI層上面。 壁の状態 緩く立ち上がる。底の状態 ほぼ平坦。重複関係 ゴヒ東辺 SD238
に切られる。 埋土 A～ B層に分けられ、Al層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロックと多量の礫を含む。Bl層
は褐灰色シルトに黒褐色土と礫を含む。 出土遺物 なし。

土媛 (SK)10フ (第 36・ 3フ 図 )

位置 SZ16の墳丘内東側。 平面形 楕円形。 軸方向 ほぼSZ16と 同じ。 規模 長軸 1.lm、 短軸 0,9m。
深さ 0.37m。 断面形 U字形。 検出面 VH層上面。 重複関係 なし。 壁の状態 きつく立ち上がる。 底
の状態 やや窪む。 埋土 A～ C層に大別され、Al層は黒褐色土に褐色シルトを含む。Bl層は黒褐色土
に褐灰色シルトや褐色シルトを含む。Cl層は黒褐色土に明黄褐色シルトブロックや明赤褐色の焼土ブロック

を含む。 出土遺物 なし。

土矯 (SK)108(第 36・ 3フ 図 )

位置 SZ16の墳丘内中央。 平面形 楕円形。 軸方向 N8° E。 規模 長軸 1,2m、 短軸 0,9m。  深さ
0.23m。  断面形 U字形。 検出面 VH層上面。 重複関係 なし。 壁の状態 緩く立ち上がる。 底の状態
ほぼ平坦。 埋土 A～ E層の 5層に大別され、Al層は褐灰色粘土に黄褐色シルトを含む。Bl層は黄橙色
シルト質埴土に褐灰色粘土ブロックを含む。Cl層は黒褐色土に浅黄色シルト質埴土を含む。Dl層はB層に

類似。El層は褐灰色粘土に黄褐色シルトブロックを含む。 出土遺物 なし。

土婚 (SK)109(第 36・ 3フ 図 )

位置 SZ16の墳丘内南側。 平面形 円形。 規模 径 0,8m。 深さ 0,25m。 断面形 U字形。 検出面 VH
層上面。 重複関係 長方形土墳を切る。 壁の状態 緩く立ち上がる。
底の状態 やや窪む。 埋土 A～ B層に別れ、Al～ 2層は黒褐色土に褐灰色粘土を含む。Bl層はにぶい
黄褐色土に褐灰色粘土ブロックを含む。 出土遺物 なし。

土矯 (SK)113(第 36・ 3フ 図 )

位置 SZ16の南東側。 平面形 長方形。 軸方向 N67° E。 規模 長軸 1.4m、 短軸 0,7m。 深さ 0.27m。
断面形 やや逆台形。 検出面 VH層上面。 重複関係 なし。 壁の状態 緩く立ち上がる。 底の状態 や
や窪む。 埋土 A～ B層に分けられ、Al～ 2層は暗褐色土に褐灰色シルトブロックや礫を含む。A3層は
暗褐色土に褐灰色シルトブロックや黒褐色シルトおよび多量の礫を含む。Bl層は褐灰色粘土に多量の褐色

シルトを含む。 出土遺物 なし。

土境 (SK)122(第 36・ 3フ 図 )
位置 SZ15の墳丘内西コーナー。 平面形 長楕円形。 軸方向 N82° E。 規模 長軸 1.5m～、短軸 0.7m。
深さ 0.5m。  断面形 逆台形。 検出面 VH層上面。重複関係 南西辺 (SD242)に切られる。 壁の状態
きつく立ち上がる。底の状態 ゴヒ側が深くなる。 埋土 A～ E層の 5層に大別され、Al層はにぶい黄褐色
土に褐色シルトや礫を多く含む。Bl層は黒褐色土に褐色シルトや礫を含む。Cl層は黒褐色土に褐灰色シル

トブロックを含む。Dl層は褐灰色土に明黄褐色シルトブロックを含む。El～ 3層は黒褐色土ににぶい黄褐

色シルトや褐灰色シルトブロックを含む。出土遺物 なし。
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Sr242 ①
BI SicHOYR3/1.Si HOYR4/6 1cmAブロック 40～ 50監 中―
欺密 ～0,cm六 白色粒少量含,lCmAレキやや多く―含。
Cl:附1043/1,Si‖ OYR4/6 1om大 ブロック 15～2蝋 中―軟
密 ～0 3om大 白色粒少量合,16m大 レキやや多く含。
Dl:I1010YR5/1,Si110YR5/8～ lom大ブロック 20～30% 軟
申―疎 ～0 3omk白 色粒欲量に合,1～ 10o市大レキやや
多く含.

El:HC10YR3/1,SiC5GY6/1粒 30～400 軟 疎 3～ 10omA
レキ多量に合。

E2:H010YR3/4,Si15GY6/1粒 3饂 軟 疎 3～ 10om大 レキ
やや多く含。

S呼242②
El:Sic110YR4/3,HC10YR71～ 0,3om六 20～ 30監 中―軟

盟S:乳係ガT盤布絆空鍮大m～4磁 中―軟
中―密 ～0.lcmA白 色粒級量に含。

Ft Sic110YR3/2,Si110YR4/6～ 0.3omA l螂 猥 密 ～
0 5cm六 白色レキやや多く合,lcm大 レキ少二含。
F2:Sic110YR3/2,Si110YRγ 6～ lomAプロック 20～30X硬
密 ～α5cm大白色レキおよび10mAレキやや多く含。
GI Sic110YR3/3,Si110YR5/605～ lcm大 ブロッタ 3蝋 中
報  中―疎 ～0 9cm六 白色粒やや多く含。
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第 37図 方形周溝墓 15。 16断面図 12)

-59-



GG洋
田2H4飾
ゴ睛H

E
SK 13任

1.謂‖N
S              N

叶 静監戸P
E

SK-1笠b L44姉
引脈

SK-124
A,SicHOYR3/2,Si HOYR5/105～ 3cn大ブロック 2蟷 中碩  中―密 ～0 3om自色粒少量合,1～ 3cm大 レキやや多く合,Si15VR5/8● 5om六焼土粒少二含。
A2:Sic110YR3/2,Si HOYR5/105～ 3cm六ブロック 30～40h tti硬 中―密 ～0 3cm白色粒少量含,1～3cmAレキやや多く含.Si15YRS/8 0 3cm大 擁土粒少二含。
Bli SicHOYR3/2,Si HOYR3/61～ 5cm大ブロック30% 申報  申‐疎 3年 5cm大 レキやや多く含。

態討:11群罵危‖留群朧夕&紹腋究材オ:π鰍黎軟Ⅲ密
～α3卸大艶社や彬く合,8～5cmAレキ蛙合。

軟 中‐密 ～0 5cm大 白色粒および3～5cm大 レキやや多く含。
BI Si,110YR3/2,Si HOYR5/605～ lcm大ブロウク 3蝋1軟 中・ 疎 1～5om大 レキ少量含。

Ｖ

Ｏ
トＷ

叶

態忌惚|1鵠角協群彫1塩期潮Υ粋堰監
=0せ

艦満鈷辞絶で摩蕪 ↓執i含。

餌:話砧繋りγまH滞記男1盤品き議
中
翠瑠
密α∬竜譜金兄島鶴畠封

合,lcnAレキやや多く気

詐昭鰐十討H群絶究孵 1器笑鶴権∵IΥ吼雛レ:欽盈

第38図 方形周清墓 15。 16断面図 8)

土墳 (SK)124(第 36・ 38図 )
位置 SZ15の墳丘内中央。 平面形 方形。軸方向 N12° W。 規模 長軸 1.lm、短軸 0。7�。 深さα25m。
断面形
―
不整形。 検出面 ⅥI層上面。 底の状態 凹凸が顕著。 埋土 A～ B層に分けられ、Al～ 2層は

黒褐色土に褐灰色シルトブロックや明赤褐色の焼1土粒、多量の礫を含帆 Bl層は黒褐色土に黄褐色シルト

ブロツクや礫を多く含帆

出土遺物 体部外面にタタキ調整を施した甕や蛸壷の破片が出土している。

土峠xSK)131(第 36・ 38図 )
位置 Sz15の陸橋乱  平面形 長楕円形。 軸方向 Nm° E。 規模 長軸 1.6m～、短軸 0。9m。 深さ
Oi18血。断面形 逆台―肱 検出面 VH層上面。 重複関係 南西辺 6D2421や SKに切られる。壁の状態
ややきつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。 埋土 A層の単層でAl～ 2層は暗褐色土に褐灰色粘土や
礫を含む。 出土遺物 なし。
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土墳 (SK)132(第 36・ 38図 )
位置 SZ15の陸橋部南側。 平面形 長楕円形。 軸方向 N81° E。 規模 長軸 1.45m、 短軸 0,7m。 深さ
0,28m。 断面形 逆台形。 検出面 VH層上面。 壁の状態 きつく立ち上がる。 底の状態 北。東側がや
や深くなる。 埋土 A～ C層の 3層に大別され、Al層は褐灰色土に暗褐色シルトブロックや礫を含む。Bl
～ 2層は褐灰色粘土に褐色シルトを含む。Cl層は黒褐色粘土に黄橙色シルトブロックを含む。 出土遺物
なし。

(Xり 方形周溝墓 17

方形周溝墓 17(第 34・ 39～ 41図 )
位置 調査区中央東側。 平面形 方形。 軸方向 N60° E。 規模 ゴヒ東―南西 8.3m、 北西―南東 8.Om。
墳丘規模 ゴヒ東―南西 6.Om、 北西―南東 5,5m。 主体部 なし。 陸橋 】ヒおよび南東に開口。 周溝の幅 0,7
～ 1.7m。 深さ 0.23～ 0.64m。 断面形 lA―B断面 )。 (C―D断面 )。 (I」 断面 )逆台形。(EF断面 )V字形。
(GH断面 )U字形。 溝の共有 SZ16(SD221)。 南東辺の SD219は SZ17と軸方向を同じくし、SD221に lm
の間をあけて並走している。SZ17の南西辺から延びてくるSD221が南で屈曲して短くゴヒ東に延びる。この

ため南東辺側が 4.8mと大きく開口する。この大きく開いた空間とlmあけて並走する溝の空間は墓道とし

ての機能が考えられる。 重複関係 SZ19(SD221)・ 23(SD205)に切られる。SZ16(SD224)に取り付く。
掘込面 肖町平。検出面 VH層上面。

埋土 封ヒ西辺 SD-221 ① lA―B断面 )は A～ I層の 9層に大別できるが、A～ E層までは SZ19の埋土である。

(SZ19で記載。)したがつく F～ I層の 4層が該当する。Fl層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロックを多く含む。

Gl層は黒褐色土に黄色シルトと褐灰色粘土ブロックを含む。Hl～ 2層は黒色土に明黄褐色シルトブロック

と灰白色粘土ブロックを含む。11層は黒色土に明黄褐色シルトブロックと灰白色粘土ブロックを含み、橙色

の焼土を含む。南西辺 SD-221② (C―D断面 )は A～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒褐色土に褐灰色粘土

ブロックと礫を含む。Bl～ 3層は暗褐色土に褐灰色粘土ブロックと多量の礫を含む。さらにBl・ B3層は

明黄褐色砂壌土を少量含む6甫東辺 SD-221③ (EF断面 )は断面形が唯一 V字形を呈する箇所怠 A～ E

層の 5層に大別され 9層に細分される。Al～ 5層は黒色土に灰黄褐色シルトと褐灰色粘土ブロック、多量

の礫を含み、さらにAl～ 2層は黄橙色の焼土を少量含む。Bl・ Cl層は黒褐色土に灰黄褐色粘土ブロック

や礫を含む。Dl層は褐灰色粘土に黒色粘土と褐色シルトを含む。El層は灰黄褐色砂壌土ににぶい黄褐色

シルトと礫を多量に含む。北東辺 SD-219① (G―H断面 )と南東辺 SD219(I」 断面 )は埋土が類似しており、
A～ C層の 3層に大別される。Al～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトや礫を含む。Bl層は黒褐色土に黄褐

色シルトと褐灰色粘土、炭化物を含む。Cl層は褐灰色シルトに黄褐色シルトを多く含む。

壁の状態 きつく立ち上がる。 底の状態 所々でややくぼむ。
出土遺物 南東辺 SD219から弥生土器で指頭圧痕による波状口縁が施された広口壷、体部破片が出土して

いる。SD221南コーナーからは赤彩された壷の体部破片が出土している。 その他 】ヒ側陸橋部は 0,8mの
幅がある。

土鳩 (SK)97(第 39・ 40図 )
位置 SZ17の墳丘内南東辺。 平面形 楕円形。 軸方向 N38° E。 規模 長軸 1.lm、 短軸 0.85m。 深さ
0.22m。 断面形 逆台形。 検出面 VH層上面。 重複関係 SK106に切られる。 壁の状態 ゆるく立ち上
がる。底の状態 ほぼ平坦。 埋土 A～ B層に分けられ、Al層は黒褐色土に黄褐色シルトを含み、赤褐色
の焼土と多量の礫を含む。Bl層は黒褐色土に褐灰色シルトブロックや礫を含み、明赤褐色の焼土ブロック

や土器を含む。 出土遺物 弥生土器の回縁部や体部破片が出土しているが、時期は不明である。
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SD-221①
A,S cH OYR2/2,Sil1 0YR4/4粒 10%Si 10YR6/2 1cm大 ブロック 20% 中―軟 中―密 ～0 1om大 自色粒少量含。
A2:S c 10YR2/2,S‖ 10YR4/4粒 15～ 20%Si 10YR6/2 1cm大 ブロック 30% 中―軟 中―密 ～0 1cm大 白色粒やや多く合,lCm大 レキ少量含。
BI:S cH OYR3/2,S‖ 10YR5/4粒 20～ 30%HC10YR6/1 lcm大 ブロック 15～ 20% 軟 中―密 1～ 3cm大 レキやや多く含。
B2:S c 10YR3/2,Sil1 0YR5/4粒 10%HC10YR6/1 lcm大 ブロック 20～30% 軟 中―密 1～ 3cm大 レキ少量含。
Ct S cHOYR3/3 S H10YR5/4粉 ～粒 15～ 20%日 C10YR6/11～ 5cm大 ブロック 20% 軟 中―疎。
C2:S c H OYR3/3,Si 10YR5/6粉 ～粒 10%HC10YR6/11～ 3cm大 ブロック 30～40% 軟 中―密 ～lCm大 レキやや多く含。
D「 S o H OYR2/1,HC10YR4/120%S H 10YR5/8粒 ～0 5cm大 10% 軟 中―密 ～0 3om大 白色粒および2～ 3cm大 レキ少量含。
D2iSc旧 OYR2/1.HC10YR4/140%S H 10YR5/8粒 ～0 5cm大 1001 Si15Y6/2粒 ～0 2cm大 30% 軟 中―疎 3～ 5om大 レキ少量含。
EI S cHOYR4/2,Si 5Y7/4粒 ～lcm大ブロック 20～30% 中―軟 中一疎 HC10YR6/1 0 5om大 20～30%含。
Fl S c H OYR3/2,HC10YR5/1 lcm大 ブロック 30～40%軟 密。
Gl:S c H OYR2/2,Si 2 5Y8/8粒 ～0 5cm大 15%HC10YR6/1 lcm大 ブロック 30% 中―硬 中―密 ～0 2cm大 白色粒少量含。
Hl:S c H OYR2/1,Si 2 5Y7/6～ lcm大ブロック 15～20%HG10YR7/1 lcm大 ブロック 30%中―硬 中―密 ～0 2cm大 自色粒やや多く含。
H2 S c H OYR2/1,S‖ 25Y7/6～ 3cm大ブロック 10～ 15%HC10YR7/1 lom大 ブロック 20～ 25%中―軟 中―密 ～0 2cm大 自色粒少量含。
|■ S c H OYR2/1.Si 2 5Y7/605～ 3cm六 ブロック 40～ 50%HC10YR7/1 lcm大 ブロック 10～ 15%軟  疎 Si 2 5YR6/8 0 5cm大 焼土粒少量含。

SD 221 ②
Al:S o 10YR2/2.HC10YR5/105～ lcm大ブロック 40% 中―軟 中―密 ～0 3om大 白色粒および1～ 3om大 レキ多量に含。
A2:S o 10YR2/2.HC10YR5/105～ lom大ブロック 20～30% 中―軟 中―疎 ～0 3om大 白色粒少量含 lom大 レキやや多く含。
BI S oHOYR3/3.HC10YR4/1 lcm大 ブロック 20% 中―軟 中―疎 ～0 2cm大 白色粒少量含,1～ 5cm大 レキ多量に含,SL2 5Y6/8粒 5%含。
B2:S ol10YR3/2.HC10YR4/1 lcm大 ブロック 10～ 15% 中―軟 疎 ～0 2cm大 自色粒少量含.～ lcm大 レキやや多く含。
B3:S o 10YR3/2.HC10YR5/1 lcm大 ブロック 10% 軟 疎 SL2 5Y7/6粒 ～0 2cm六 15% 2～ 3cm大 レキやや多く含。

／
ば
＼

SD 221①
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SD 221 ③
Al:S cHOYR2/1,Si 10YR4/2粒 15～ 20%HC10YR5/1 lcm大 ブロック 10% 中―硬 中一密 02～ 0 5om大 白色レキおよび2～ 5om大 レキ多量に合,Si17 5YR7/8
0 5cm六焼土粒少量含。
A2i Sicl10YR2/1,S110YR4/2粒 5～ 7%HC10YR6/11～ 3cm大ブロック 30% 中一軟 中―密 02～ 0 5cm大 自色レキやや多く含,lCm大 レキ多量に含.

S 75YR7/8 0 2cm大焼土粒少量含。
A31 Sicl10YR2/1.S H 10YR4/2粒 3銚 HC10YR5/1 lcm大 ブロック 15% 中一軟 中一密 02～ 0 5cm大 白色レキおよびlCm大 レキ少量含。
A4:Sicl10YR2/1,S HOYR4/2粒 5%HC10YR5/11～ 3cm大ブロック 20～30% 軟 中―密 02～ 0 5cm大 白色レキおよび1～ 3cm大 レキ少量含。
A5:S cHOYR2/1,Si 10YR4/2粒 2%HC10YR3/11～ 3cm大ブロック 30～ 40‰ 軟 中―疎。
B‖ i SicHOYR3/2.HC10YR5/21～ 5cm大ブロック 30% 軟 密 ～0 3om大 白色粒やや多く合,1～ 2cm大 レキ少量含。
CI SicHOYR2/2,HC10YR6/21～ 5cm大プロック 15% 中―軟 密 0 5cm大白色レキ少量含。
D■ HC10YR4/1,HC10YR2/1粉 20%Si 10YR4/6粒 20% 軟 密 ～0 5cm大 自色レキ少量含。
El:SL10YR5/2 S c10YR5/4粒 ～0 2cm大 40% 軟 疎 1～ 10cm大 レキ多量に含。

キ
SD―鰤9黎
“姉坤 半

SD 219日 4ぶ

SD-219①
Al:Sio旧 OYR2/2,Sil10YR5/6 ～0 3cm大 20% 中―軟 中―密 lcm大礫少
A2:Sic H OYR2/2,Si H OYR5/6 ～0 3cm大 1015% 中―軟 中―密 卜3cm大礫少
Bl:S cHOYR2/3.Si H OYR5/85/6 粒～0 5cm大 2030% 軟 中―疎 HC10YR5/1
Ct Si H OYR5/1,Si H OYR5/8 03-lcm大  30-40% 中―軟 中―密

SD-205
Ai Sicl10YR3/2.S‖ 10YR5/4 粒 20-30% HC1 0YR6/1 卜5cm 15-20% 中―軟
A2:Sic H OYR3/2,Si H OYR5/4 粒 15% HC10YR6/1 1 5cm5% 軟
Bl:Sic H OYR3/2.Si H OYR5/4 粒 5% HC10YR6/1 1 5cm 30% 軟
Cl:S cHOYR2/1,Si H OYR5/4 粒 10% 中―軟 中―疎 ～0 1cm自色粒少 lcn大礫少
Dl:Sic H OYR2/1,HC10YR6/1 ～5cm大  20% 軟 中 35セ ンチ大礫少
El:Sio12 5Y7/3 SicHOYR3/2 ～0 5cm大  50% 軟 中(壁崩落土)

SK-97            E

L=14 6m ttN

Ⅲ～Ⅳ様式対応層
0 5 1cm大  15踏  0 2cm大カーホ・ン粒少

W

Mト
SE

Qト
SK-100

L=14
SK-99
L=14 4m
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SK-97

A S cHOYR2/2,S‖ 10YR5/6 0 5cm大  15% 0 1 0 3cm大 白色礫中 Si 5YR4/8 2cm大焼土中 2-3cm大礫中―多
BISic H OYR2/2,S HOYR5/1 05-lcm大 デロック 30% 中―軟 中―疎 0卜0 3cm大 自色礫少 Si 5YR5/8 1cm大 少 土器出上。

SK-98

Al:Sic110YR2/2,Si 10YR5/8 0 31cm大 ブロック 20% 中―軟 中―密 0 1 0 3cm大 白色粒やや多く含1 0 5cm大 炭化物少量含,

A2:S cHOYR2/21S‖ 10YR6/8 03-lcm大 ブロック 2030% 中―軟 中―密 0 1Cm大自色粒およびlcm大炭化物少量含。
81:HC10YR6/1,Sic H OYR2/2 1cm大 ブロック 20% 中―軟 密 01～ 0 3cm大 自色粒やや多く含。
Cl:Sio H OYR2/2,Si H OYR6/603～ lcm大ブロック 1015%中―軟 中―疎 焼土粒少量含。
Dl:S c110YR2/2,Si 10YR5/6粒 40-50監 軟 中―疎。

SK-99

Al:Sic H OYR2/2、 Si HOYR5/1 05-lcmブロック 30% 中―軟 中―密 0卜0 3cm大 白色粒多量に含,Si 5YR5/8焼 土粒少量含。
A2:S cHOYR2/2、 Si H OYR5/1 05-lcmブ ロック 1520% 中―軟 中―密 0卜0 5cm大 自色礫やや多く含。
Bl:HC10YR6/1,Si。 10YR3/3 粒 30-40% 01-3cm大白色粒やや多く含, 中―軟 中―密。
CtSic 10YR3/2,S HOYR5/1 粒～3cm大ブロック 15% 中―硬 密 ～0 1cn大 白色礫および0 5cm大炭化物やや多く含。
C2:Sic H OYR3/2,Si 10YR5/1 粒～3cm大 ブロック 30-40% 中―軟 中一密 01～ 0 3cm大 白色粒少量含。
C3:Sic110YR3/2.Si‖ OYR5/1 粒～3cm大 ブロック 20-30% 中―軟 中―疎
DlISicHOYR7/6,S cHOYR4/1 粒 20-25% Si 10YR4/4 粒 1520% 中一軟 中一疎。

SK-100

AI S cHOYR3/2.S‖ 10YR6/2粒 2030%軟 中―疎 5cm大 レキおよび土器少量出土。
A2:Sic H OYR3/2,S‖ 10YR6/2粒 40%中 ―軟 中―密 ～0 2cm大 白色粒やや多く含。
B■ HC10YR3/3,S l10YR6/1粒 ～lCm大ブロック 3040% 中一軟 中―疎 ～0 3om大 自色粒およびlcm大炭化物やや多く含。
B2 HC1 0YR3/3,Si H OYR6/1粒 ～lom大ブロック 15% 中―軟 中―疎 。
B3:HC10YR3/3,S H 10YR6/1粒 ～lom大ブロック 2酬 SL10YR6/2粒 ～0 5om大 レキおよび2om大プロック 2030%中 ―軟 中―疎
Cl:HCN4/0,S H 10YR3/3～ 0 5om大 40-50% 中―軟 密 ～5cm大 レキ少量含。
Dl:HCN4/0.Sil10YR7/205～ 5cm大ブロック 1015%軟  密 上器出土。

第 40図 方形周溝墓 17断面図

Si 5YR5/8 0 5cm大 焼土粒少量含。

Si15YR5/8 1om大 暁土ブロック少量含。

-63-



ＳＥ

Ｉ
引
―

ＮＷ

Ｗ
トＶ

ＮＥ

‐
↓

棺 SK 103
L=14 4m

E     sK-106  W

AAL恭

彎影
〃!BB

SK-103

Al S c HOYR3/2.S‖ 10YR5/6粒 ～0 3om大 15-20% HC1 0YR5/105～ lcm大ブロック 10% 中―軟 中―密 ～0 3om大 白色粒および1～ 3cm大 レキ少量含。
A2 S cH OYR3/21S‖ 10YR4/6粒 ～03o血大 30% HC1 0YR5/105～ lcm大ブロック 20% 軟 中一密 ～0 3cm大 白色粒および3～ 5cm大 レキ少量含。
BI S cHOYR4/2,HC1 0YR6/11～ 3cm大ブロック 30% 軟 密 ～0 2cm大 白色粒やや多く含。
Cl:S,H OYR5/1,Si 10YR6/8粒 ～3cm大ブロック 3040% 中―硬 中―密 ～0 3cm大 自色粒やや多く含。

SK-104

Al:S c HOYR3/2,Si 10YR5/6粉 ～粒 1015% 中―硬 密 ～0 2cm大 自色粒および‖cm六 レキ少量含。
A2 S c HOYR3/2 Si 10YR5/6粉 ～粒 20% 中―硬 密 ～0 5cm大 自色レキやや多く含,Si 7 5YR7/8 0 5cm大暁土社少量含。
Bl:S 10YR6/8,HC1 0YR6/1～ 2om大ブロック 1015% 中―軟 中―疎 0 2cm大炭化物やや多く含。
C'HC1 0YR3/4,S HOYR5/8 0 5cm大 3040% 中―硬 密 ～0 5cm大 レキ少量含。
C2 HC1 0YR3/4,S HOYR5/8 0 5om大 20% 中―硬 密 ～0 5cm大 レキやや多く含。

SK-106

AI S oHOYR2/3,HC1 0YR4/11～ 2om大ブロック 2飢 S l10YR4/602～ lcm大ブロック 20% 中―軟 中―密 ～0 2cm大 自色粒少量含13～ 5cm大 レキやや多く含。
BI S oHOYR3/3,Si H OYR4/6 0 5om大 20%HC1 0YR4/105～ lcm大ブロック 20% 中―軟 中―密 ～0 2om大 自色粒およびlcm大 レキ少量含。
B2 S cHOYR3/3,Si H OYR4/6 0 5cm大 30%HC1 0YR4/105～ lcm大ブロック 10% 中―軟 中―密 ～0 2cm大白色粒微量に含,lcm大 レキ少量含。

第 41図 方形周溝墓 17断面図 (2)

土境 (SK)98(第 39・ 40図 )
位置 SZ17の墳丘内中央。 平面形 方形。 軸方向 N9° E。 規模 長軸 1.lm、 短軸 0,95m。  深さ 0.14
～ 0.37m。 断面形 逆台形。 検出面 VH層上面。 重複関係 なし。 壁の状態 緩く立ち上がる。底の状
態 長軸方向の両端にピットを持つ。 埋土 A～ D層の 4層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に黄褐色～
明黄褐色シルトブロックや炭化物を含む。Al層は明赤褐色の焼土粒も含む。Bl層は褐灰色粘土に褐色シル

トを多く含む。Cl層は黒褐色土に明黄褐色シルトブロックや焼土粒を含む。Dl層は黒褐色土に黄褐色シル

トを多量に含む。 出土遺物 赤彩された器台や壷の体部破片が出土しているが、時期は不明である。

土境 (SK)99(第 39・ 40図 )
位置 SZ17の墳丘内西コーナー。 平面形 不整楕円形。 軸方向 不明。 規模 長軸 1.2m、 短軸 1.lm。
深さ 0.44m。  断面形 U字形。 検出面 VH層上面。 重複関係 なし。 壁の状態 きつく立ち上がる。底
の状態 ややくぼむ。 埋土 A～ C層の 3層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に褐灰色シルトブロックを
含む。Al層は明赤褐色の焼土粒、A2層は礫を含む。Bl層は褐灰色粘土に暗褐色土を多く含む。Cl～ 3

層は黒褐色土に褐灰色シルトブロックを含む。Dl層は明黄褐色土に褐灰色土や褐色シルトを含む。 出土遺
物 なし。

土嬢 (SK)100(第 39～ 41図 )
位置 SZ17の墳丘外東側陸橋部。 平面形 楕円形① 軸方向 N69° E。
規模 長軸 0.87m、 短軸 0.68m。 深さ 0.5m。 断面形 箱形もしくは袋状。 検出面 VH層上面。 重複関
係 なし。 壁の状態 直壁。底の状態 ほぼ平坦。 埋土 A～ D層の 4層に大別され、Al～ 2層は黒褐色
土に灰黄褐色シルトを含む。Al層は礫および土器を少量含む。Bl層は暗褐色粘土に褐灰色シルトブロック

や炭化物をやや多く含む。B2層は暗褐色粘土に褐灰色シルトブロックを含む。B3層は暗褐色粘土に褐灰色
シルトブロックや灰黄褐色砂壌土、明赤褐色の焼土ブロックを含む。Cl層は灰色粘土に多量の暗褐色シル

トや礫を含む。Dl層は灰色粘土ににぶい黄橙色シルトブロックや土器を含む。 出土遺物 弥生時代中期中
葉～後葉 (IH～ IV様式)頃の定型化した「く」の字口縁の甕や体部破片が出土している。

2m
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(�り方形周溝墓 18・ 19

方形周溝墓 18(第 42～ 44図 )
位置 調査区北東側。 平面形 長方形。 軸方向 N80° E。  規模 南北 8.9mヾ 東西 6.7m。 墳丘規
模 南北猛Om、 東西 4.9m。 主体部 なし。 陸橋 ゴヒ東に開口。 周満の幅 0,4～ 1.2m。 深き 0.3～
0.68m。 断面形 lA―B断面 )。 (E一F断面 )U字形。(CD断面 )V字形。 溝の共有 SZ19(SD204)。  重複関
係 SD521(中世大清 )に切られる。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
埋土 ゴヒ辺 SD-2151A B断面 )は A～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒褐色土に灰黄褐色シルト質埴土を含む。

Bl層は褐灰色シルト質埴土ににぶい黄橙色砂壌土を多く含む。東辺 S}198(C―D断面 )は SZ19(SD204)か

ら続く溝でA～ C層の 3層に大別される。Al～ 2層は黒褐色土に灰黄褐色土や礫を含む。Bl～ 3層はに

ぶい黄褐色土に暗灰黄褐色シルト質埴土や礫を多量に含む。Cl～ 2層は灰黄褐色に暗灰黄色砂壌土や礫

を多量に含む。西辺 SD199(E― F断面 )は A～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒色土に暗褐色シルトや微量

の礫を含む。B層は黒褐色土が主体怠 Bl～ 3層は暗褐色シルト、B4層は褐色シルト、B5は明黄褐色シ

ルトや礫を含む。さらにBl層は明赤褐色の焼土粒を少量含む。

壁の状態 北。西辺はほぼ直壁、南。東辺もきつく立ち上がる。底の状態 ほぼ平坦。

出土遺物 東辺 SD198北側から赤彩された壷の体部破片が出土している。同じく西辺の SD199。 南辺の

SD204からも赤彩された壷の体部破片が出土している。時期はいずれも不明である。

方形周溝墓 19(第 42～ 44図 )
位置 調査区北東部。 平面形 長方形。 軸方向 N66° E。 規模 南北 H.8m、 東西 9,lm。 墳丘規模 南
北 9,lm、 東西 6.8m。 主体部 隅丸長方形土墳 2基 ?。 (SK92-N102° E。 )長軸 2.23m× 短軸 1,23m
を測る。(SK93-N92° E。 )長軸 2.35m×短車由0,9～ 1.15mを測る。 陸橋 】ヒ(幅 1.lm。 )・ 南 (幅 2.7ml
に開口。 周溝の幅 0。9～ 1.35m。 深さ 0.4～ 0,68m。 断面形 (GH断面 )。 (降L断面 )逆階段状。
(M―N断面 )。 (0-P断面 )逆台形。 (I」 断面 )U字形。 溝の共有 SZ18(SD204)。  重複関係 SZ17(SD221)・
22(SD205)・ 23(SD224)を切る。S123・ 24に切られる。 掘込面 肖町平。検出面 VH層上面。
主体部埋土 (SK92)は深さが北側で階段状に深くなり、南側が 0.23mに対して、北側が 0.54mを測る。底

面はほぼ平坦怠 断面形は逆台形を呈する。埋土はA～ C層の 3層に分けられ、Al～ 2層は黒色土に灰

黄褐色粘土ブロックを含む。A3層は黒色土に褐灰色粘土ブロックを含む。Bl層は黒褐色土に褐灰色粘土

ブロックを多く含み、礫を少量含む。B2層は黒褐色土に灰黄褐色粘土ブロックを含む。Cl層は黒褐色土に

灰黄褐色砂壌土を多量に含む。 (SK93)は深さが 0.4m怠 底面はやや皿状にくばむ。埋土はA～ D層の4

層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロックを含む。Bl～ 2層は黒色土に灰黄褐色粘土ブ

ロックを含む。Cl層は灰黄褐色粘土に黒褐色シルト質埴土を含む。Dl層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロック

や礫を含む。

周溝埋土 東辺 SD-204① (G―H断面 )は A～ C層の 3層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に灰黄褐色シ

ルトや礫を含む。Bl・ Cl層は灰黄褐色シルトに褐灰色粘土ブロックや礫を多量に含む。C2層は黒褐色土に

にぶい黄橙色粘土ブロックや多量の礫を含む。西辺 SD 204 ② (I」 断面 )|よ A～ F層の 6層に大別され、

Al層は黒褐色粘土に褐色シルトや礫を含む。Bl～ 3層は黒色粘土に灰黄褐色シルト質埴土や礫を含む。

Cl～ 3層は黒色粘土に明黄褐色シルトや礫を含み、C2層に褐灰色粘土を含む。Dl層は黒褐色シルト質埴

土ににぶい黄橙色砂質土や礫を多量に含む。El層はオリーブ黄色シルト質埴土に黒褐色ブロック土と多量

の礫を含む。Fl層は黒褐色土に黄褐色シルトや礫、炭化物を含む。南辺 SD-221① (降L断面 )|ま A～ E

層の5層に大別され、7層に細分される。Al～ 2層は黒褐色土に褐色シルトと灰黄褐色シルトブロックを含む。

Bl～ 2層は黒褐色土ににぶい黄褐色シルトと褐灰色粘土ブロックを含む。Cl層は暗褐色土ににぶい黄褐色

シルトと褐灰色粘土ブロックを含む。C2層は暗褐色上に黄褐色シルトと多量の褐灰色粘土ブロッ久 礫を含
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S        N
A卜 S卜告4証→B EI― s卜199 -引 F

卜146m

S卜215

A,Sicl10YR3/2,Sic10YR4/2粒 2025X 中―硬 中‐蘇 ～0 5cm大 白色レキ多量に含。
A2:SicHOYR3/2,Sic10YR4/2粒 30J蝋 中韻  中一疎 ～0 3cm大 白色粒やや多く含。
Bl:Sic10YR4/1,SL10YR73粒 ～0 3cm大 40% 中―軟 球。

SD-198

A,Sic HOYR3/1,Sic110YR4/2粒 2悦 軟 疎 ～0,lCm大 白色粒やや多く含,～ lcm大レキ少量含ぢ
A2:Sic110YR3/1,Sic110YR4/3粒 3040X 軟 中―疎 ～0 3cm大 自色税および1～ 3on大 レキやや多く含。
BI Sicl10YR4/3,Sic2 5Y5/2粉 ～粒 2銚 軟 中一疎 1～3cm大 レキやや多く含,粘土含。

監:忌 |:|1群離完|:|:ケ離握逮毛織
6獣

鷲_♂ 二託殺む単蒸亀曇好暮1絶圭暮:
ci SH10YR72,SL2 5Y5/2粒 405蝋 軟 疎 ～3cI大 レキ多量に含。
C2i Sil10YR4/2,SL2 5Y5/2粒 10=15弘 軟 疎 3～ 5om大 レキ多量に含。

SD-199
Al:SicHOYR2/1,Si HOYR3/4粉 15“ 中一軟 中―疎 ～0 5cm大 白色レキやや多く含。
A21 Sic‖ OYR2/1,Si HOYR3/4粉 25■蝋 軟 中―密 ～0 5cm大 白色レキ微量に合。
BI Sio‖ OYR2/2,Si HOYR3/4～ 0 5om大 3銚 中―軟 中―疎 SH5YR5/6 0 5cm大 焼土粒少量含9
82:Sic110YR2/2,Si HOYR3/4～ 05卿大 15% 中―軟 中―疎 ～0 5om大 レキ多量に含。
B3:SicHOYR2/2,Si110YR3/4～ 0 5om大 5-10% 中=硬 中―密 ～0 5cm大 レキ多量に合。
B4:SicHOYR2/2,Si HOYR4/6～ 0 5cm大 30% 軟 疎 ～0 3omAレキやや多く含。
85:Sic110YR2/2,Si HOYT16/8～ 0 5cm六 60% 中―軟 中―聴。

W

G卜~ SD翌04① と=148m 飾い
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―
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S0204②

S卜204①
A■ SicrloYR3/2.Si HOYR5/2粒 3蝋 軟 中一疎 05～ lcm大レキ少量含。
A2i Sic110YR3/2,Si HOYR5/2粒 40‐5銚 軟 中―疎 05～ 16m大 レキやや多く含。
Bl:Si110YR4/2,HcloYR6/11～ 2cm大ジロック40X 軟 中―疎 1～ 3om大レキ多量に合。
Cl:Sil10YR4/2,HC10YR6/11～ 2cm大ブコック 20-3蝋 軟 中―疎 1～ 3om大レ■多量に含。
C2:SicHOYR3/2,HC10YR72 0 5～ lcm大ブロック 2鶴 軟 疎 3～ 5cm大 レキ多量に含。

S併204②
Al:HC10YR3/1,Si HOYR74粒 3蝋 中―軟 密 1～ 5cm大 レキ少量含。
Bl:HC10YR2/1,Sic10YR4/2粒 301 中―軟 中―密 2～ 10cm大 レキ少量含。
B2:HC10YR2/1,Sic10YR72粒 1齢 軟 中ギ露 2～ 3om大 レキやや多く含。
B3:HC10YR2/1,Si,10YR4/2粒 15～2齢 軟 中―密。
01:HC10YR2/1,Si‖ OYR6/8粒 15～20X 軟 中―疎 ～0 5cn大 自色レキ少量含。
C2:H010YR2/1,Si HOYR6/8粒 10% 欺 中―疎 ～lcm大白色レキ少量含J HC10YR5/13～ 10cm大ブロック 20X含。
C3:HC10YR2/1,Si110YRG/3粒 5～ 10% 軟 中―疎 ～lcm大白色レキ少量含。
Di Siむ 10YR3/1,SL10YR6/4粒 ～0 2om大 6011 軟 疎 1～ 2cm大レキ多量に含。
[1:Sic5Y6/3,Sic110YR3/105～ lcn大ブロック 30常 ～0 3cm大 白色レキおよび0 5cm大 レキ多量に含。
Fl:SicHOYR2/2,Si HOYR5/6粒～0 5cm大 50～6齢 中振  中―密 ～0 3om大 白色レキ多量に含,1～ 3cm大 レキ
および0 3om大 炭化物少量含。

SD 221 ①
Al,Sic110YR2/2,Si HOYR74粒 1蝋 SH 10YR6/2 1cm大 ブロック 2叫 中―軟 中韓  ～0 1cm大 白色粒少量含。
A2:Sic110YR2/2,Si‖ OYR4/4粒 15～2蝋 Si110YR6/2 1cm大 ブロック 3蝋 中―軟 中―密 ～0 1Cm大 自色粒やや多く含,10m大 レキ少量含。
BI SicHOYR3/2,Si HOYR5/4粒 20～ 30%HC10YR6/1 lom大 プロック 15～2軌 軟 中―密 1～ 3om大 レキやや多く含。
B21 Sic110YR3/2,Si110YR5/4粒 10%HC10YR6/1 lom六 プロッタ 20～3蝋 軟 中―密 1～ 3cm大 レキ少量含。
Ct SicHOYR3/3,Si HOYR5/4粉 ～粒 15～2蝋 HC10YR6/11～ 5cm大プロック 2叫 軟 中―麻。
C2:SicHOYR3/3,Si HOYR5/6粉 ～粒 10%HC10YR6/11～ 3cm大 プロック 30～4蝋 軟 中―密 ～lcm六 レキやや多く含。
DI SicHOYR2/1,HC10YR4/120“ Si110YR5/8粒 ～0 5cm大 10% 軟 中―密 ～0 3cm大 白色粒および2～3cm大 レキ少量含。
D2i SioHOYR2/1,HC10YR4/14蝋 S‖ 10YR5/8粒～0 5om大 10% Si15Y6/2粒 ～0 2cnIX 30% 軟 中■疎 3～ 5cm大 レキ少量含。
EI SicHOYR4/2,Si15Y7/4粒 ～1。M大ブロック 20～3011 中―軟 中‐疎 HC1046/1 0 5om大 20～30崎。

第 43図 方形周溝墓 18・ 19断面図
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む。Dl～ 2層は黒色土に褐灰色粘土と黄褐色シルト、礫を含み、D2層はさらに灰オリーブ色シルトを含む。

El層は灰黄褐色土に浅黄シルトブロックと褐灰色粘土を含む。

壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。
出土遺物 SZ19固有の西辺 SD204から弥生時代中期中葉 (III-2様式 )頃の 2つの孔が穿たれ、内面に赤

彩された供献用の無頸壷が出土している。また、SK92・ 93からの遺物出土はない。

土矯 (SK)88(第 43・ 44図 )
位置 SZ19の墳丘内中央。 平面形 楕円形。 軸方向 N87° E。 規模 長軸 1.9m～、短軸 2.05m。 深さ
0.28m。 断面形 U字形。 検出面 VH層上面。 重複関係 SK92に切られる。 壁の状態 緩く立ち上がる。
埋土 A～ B層に分けられ、Al～ 2層は暗褐色土に明黄褐色シルトブロックや礫を含む。Bl層は黄橙色シ

ルトに灰黄褐色シルト質埴土と礫を多量に含む。 出土遺物 なし。

(� Iり 方形周溝墓 20・ 21

方形周溝墓 20(第 45・ 46図 )
位置 調査区北東端。 平面形 方形。 軸方向 N77° E?。 規模 東西 6.2m～、南北 3.Om～。 墳丘規模
東西 5。7m～、南北 1,Om～。 主体部 不明。 陸橋 不明。 周溝の幅 0.7～ 1,7m。 深さ 0.24～ 0.5m。
断面形 lA B断面 )逆台形。(C―D断面 )U字形。 溝の共有 SZ21(SD1951。 重複関係 SZ216D195)に切ら
れる。 掘込面 肖町平。検出面 VШ 層上面 (地山 )。
埋土 南辺 SD-195 ① lA―B断面 )は A～ D層の 4層に大別され、7層に細分される。全体的に黒色土が主

体となって構成されており、Al～ 2層はにぶい黄橙色シルト、A3層は明黄褐色シルトブロック、Bl層は暗オリー

ブ褐色シルトブロッ久 Cl・ Dl・ D2層は淡黄色シルトブロックを含む。同じく南辺 SD-195② (C―D断面 )は
C層が SZ20の埋土怠 Cl層は黒褐色土に褐色シルトブロックと多量の礫を含む。

壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 SZ21(SD195)の 切り合い部分で中央が盛り上がっている。
出土遺物 SD195か ら弥生時代の壷の体部破片が数点出土しているが、時期は定かではない。

方形周溝墓 21(第 45～ 4フ 図 )
位置 調査区北東端。 平面形 長方形。 軸方向 N70° E。 規模 南北 12.4m、 東西 9.8m。 墳丘規模 南
北 9.4m、 東西 6.7m。  主体部 削平。 陸橋 不明。(南東 0 周溝の幅 0。7～ 2.Om。 深さ 0。 12～
0.4m。 断面形 (C―D断面 )U字形。ほかはすべて逆台形。 溝の共有 SZ20(SD195)・ SZ22(SD197)。
SZ23(SD197)。  重複関係 SZ20(SD195)を切る。(G―H断面 )を観察すると、SZ23側が浅く段になってい
ることから、SZ23(SD205)は SZ21に先行していた可能性が高い。 掘込面 肖町平。 検出面 VⅢ 層上面 (地
山 )。

埋土 】ヒ辺 SD-195② (C―D断面 )は A～ B層に分けられ、Al～ A3層は黒色粘上ににぶい黄褐色シルトや

礫を含む。Bl層は黒色粘土ににぶい黄褐色ブロック土や礫を多量に含む。東辺 SD-195③ (E―F断面 )は A

～ B層に分けられ、A・ B層ともに黒色粘土に灰黄褐色粘土や礫を含む。Al層に土器を少量含む。

SZ23と共有する南辺 SD-205② (G一H断面 )は A～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒色粘土に褐灰色シルト

や礫を含む。Bl～ 2層は黒褐色粘土ににぶい黄橙色シルトや礫を含む。SZ22と共有する西辺 SD-197② (I」

断面 )は、Al層が黒褐色土ににぶい黄色シルトを多量に含む。Bl層は黒色土に灰黄褐色粘土ブロックとに

ぶい黄色シルトを含む。北西コーナーの SD-195③ (降L断面 )は A～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒褐

色土に灰黄褐色シルトと多量の礫を含む。Bl層は黒褐色土に暗褐色粘土ブロックと多量の礫を含む。

壁の状態 きつく立ち上がる。底の状態 基本的に平坦であるが、溝の共有・切り合い部分においく 段を

形成したり、深くなったりしている。
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Cト SD 1950

WSW

Eト

N

L146m ttD S併19息Э 卜 146m

S併1950
Al:Sic HOYR2/1,S‖ 10YRe/3～0 5ol成 1蝋1 中―軟 密 ～0 2ctrA自 色粒やや多く含。

算 淵 ‖稔矛Iざピ酵 I≒尊貿Ь督;サ亀 rミ 手蛇♂星与勇幸書き懲亀増錯 登
3はレキや学 ぐ含心

Ct SiC110YR2/1,Si12 5Y8/4～ lom大ブロックト71軟 密 0` 2cnA白色粒少量含。
D■ Sic HOYR2/1,Si12 5Ve/41～ 10om大ブロック 4螂 軟 疎 ～0,2cm大 白色粒機量に含|
D2:Sic110YR2/1,Silz 5Y8/41～ 10om大ブロック 6併 7蝋 軟 疎。

S♭ 1‐950

E

い146劇 N

S}1050
Al:HC10YR2/1,Si‖ OYR4/80=5onl大 2銚 軟 密 02～ lomA白色 レキ多量 に合 ,
A2:HC10YR2/1,Si‖ OYR4/305卿犬 1併1恥 軟 密 02～ lcm大白色レキ多量に含。
A31 HC10YR2/1.Sil10YR4/3 0 5cm大 2酬 軟 密 02～ lom大白色レキやや多く含。
Bl:H010YR2/1,Sic110YR4/305～ l�大ブロック 4050% 軟 中=密 015～ lcm大 レキやや多く含。
Cl:Siol10YR3/1,Si110YR76 0 5～ lomkプロック 20-3鋭  中―軟 中篭  05～ lcm大レキ多量に含。

S♭197②         い146m

SD-1950
A'HC10YR2/1,H010Y6/2 0 5omA 15=2鋭 軟 密 05～ lom大 レキやや多く含,土器少量出土。
Bl:HC10YR2/1,HC10Y6/2 9 5omA 30 40X 軟 中―疎 0.5～ lcm大 レキやや多く含,5cm六 レキ少量含。

NW

Gトー    SD翌 05② と=146m

旺

―
「

Ｓ

Ｉ

「

削
Ｌ
Ｉ

霊
引

Nw  SD-105④

K卜    L-1461n

|オi協 I瑕多|;:||1群彫1難蛾験車導I&筵険自琶建雛箭婁3絲笑ゼ堅奪培夢宅彗F含●
Bl:HC10Y馳/2,Si HOYR7/2粒 1蝋 軟 中一密 ～02●Ⅲ大白色粒多二に合,05～ 3om大 レキやや多く合6
B2:HC10YR2/2,Si‖ OYR7/2税 4050帖 軟 申―疎 ～0 2cn大 白色粒やや多く書,05,3om大 レキ少量含。

S隣 197②

留:ミ HI辮訴1沼許駆Υ饂快発離 1議秘軒洗Υ蘇鞣中韓～α2cnA舶紗飴。

1よ 忌1創協穣多aぎ |1群朧チ:難打&:器棗器亀0″弓酵がて転尋
1鵡
仔単夢爺各計

Bl'Sic110YR2/2,H010Y贈 /4 1cn大ブロック 3銚 軟 中―密 3～ 5帥武レキ多重に含。

W

Mト SD 214
Ｗ
十

SD 19Ю E       W

H4飾引P Qト

第 46図 方形周溝墓 20。 21断面図

S併19Q

E

日■帥→R
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S卜214

At S cHOYR2/2,Si HOY6/2粉 40% 中―軟 密 ～0 3cm大 白色粒多量に含,5cm大 レキ少量含。

SD-1900
All HC10YR2/1,Si HOY6/2粉 15% 軟 中―密 ～0 5cm大 レキ少量含1上器少量出土。
A2:HC10YR2/1,Si HOY6/2粉 30% 中―軟 中―密 ～0 5cm大 レキ少量合,土器少量出土。
Bl:HC10YR2/1,Si110Y6/2粉 40-50% 軟 中―密 ～0 5cm大 レキ微量に含。
Ct HC10YR4/1,SH 10YR6/2粉 15-201t 軟 中―密 ～0 3om大 自色粒少量合,土器多量出土。
C21 HC10YR3/1,Si110YR6/2粉 30% 軟 中―密 3～ 10cn大 レキやや多く含。
Dl:HC10YR4/1,Si HOY6/2粉 40% 軟 中―密。

SD 196②

Al:HCN2/1,S H 10YR7/1粒 ～0 5cm大 3蝋 軟 密 ～0 3om大 自色粒および10m大 レキ少量含。
A2:HCN2/1,Si110YR7/1粒～05o蘭大 51蝋 歌 密 ～0 3cm大 白色粒やや多く含,1～ 3cm大 レキ少量含。
A3:HCN2/1,Sil10YR7/1粒～0 5cm大 1520% 軟 中―密 ～0 3om大 白色粒微量に含,0 5cm大 レキ少量含。
B'HC1 0YR4/1,Si HOY7/1粒 ～0 3cm六 1520% 軟 中―密 lom大 レキ少量含。
B2:HC10YR71,Sil10Y7/1粒 ～0 3om大 1銚 軟 中―疎 1～ 3cm大 レキやや多く含。
Cl:HC1 0YR4/1,Si HOY7/1粒 ～0 3om大 4併50% 軟 中―疎 ～0 5cm大 レキ多量に含。

方形周溝墓 20・ 21断面上層註記

出土遺物 (第 47図 18～ 19・ 表 1)東辺 SD195から壷の体部破片が数点出土している。西辺の SD197か

らは 18の広口壷と19の砥石が出土している。18は弥生時代中期前葉～中葉 (II～ III様式)頃のものと思

われ、器形は口縁部がやや長く大きくラッパ状に開き、卵形の胴部中央に最大径を有する。器高 43.7cm、

回径 22,7cm、 最大径 26.2cm、 底径 9.4cmを測る。器面調整は外面がハケメ調整の後、口～頸部にかけ

て櫛描直線文 3段 +波状文 1段 +直線文 3段が施される。内面はハケメを施している。19は泥岩製の四

角柱状短冊形を呈する砥石A4面 に擦痕などの使用痕が窺える。全長 19,4cm、 幅・厚さ5,3～ 6.4cm、
重量 1,03kgを測る。

溝 (SD)214(第 45。 46図 )
位置 SZ21の墳丘内北側。 軸方向 N7° E。 規模 全長 3.8m～。幅 0。95～ 1.4m。 深さ 0.lm。 断面形
U字形 ?。 検出面 VШ層上面 (地山 )。 底の状態 ほぼ平坦。 重複関係 ゴヒ辺 SD195・ SD521(中世大清 )
に切られる。 埋土 単層でAl層は黒褐色土に灰黄褐色シルトや礫を含む。 出土遺物 なし。

溝 (SD)210(第 48・ 50図 )
位置 SZ23の墳丘外東側。 軸方向 N13° W。 平面形 L字に屈曲。 規模 全長 5,2～×3,9m～。幅 0.85
～ 1.2m。 深さ 0.28m。 断面形 逆台形。 検出面 VH層上面。 底の状態 ほば平坦。 重複関係 東辺
SD205。 SD196に切られる。 埋土 A～ B層に分けられ、Al層は黒色土に灰オリーブ色シルトや礫を含む。
Bl～ 2層は黄灰色粘土に黒褐色粘土ブロックと多量の礫を含む。 出土遺物 なし。

-72-



部
鞘
、

0     1:3    10cm

―

十

一
第甲 図 方形周溝墓 21・ 22(SD197)出土遺物

-73-



(XⅣ)方形周溝墓 22・ 23

方形周溝墓 22(第 48～ 50図 )
位置 調査区北東側。 平面形 方形。 軸方向 N64° E。 規模 】ヒ西―南東 7.Om、 南西―北東猛8m。 墳
丘規模 】ヒ西―南東 4.3m、 南西―北東 5.2m。 主体部 肖Jtt。  陸橋 】ヒ西 (幅 1.8m。 )。南西 (幅 0.5m。 )

周溝の幅 0.6～ 1.7m。 深さ 0.2～ 0.73m。 断面形 U字形。 溝の共有 SZ21(SD197)。 SZ23(SD205)。
重複関係 SZ19(SD204)・ SD521(中世大溝 )に切られる。 掘込面 肖∬平。 検出面 VIII層上面 (地山 )。
埋土 】ヒ辺 SD197 ① lA B断面 )は A～ E層の 5層に大別され、Al層は黒褐色土ににぶい黄色シルトを多
量に含む。Bl～ 2層は黒色土に灰黄褐色粘土ブロックとにぶい黄色シルトを含む。Cl～ 2層はオリーブ黄
色シルトに暗褐色土と礫を含む。Dl層は黒褐色上に褐色シルトを含む。D2層は黒褐色粘土に褐色シルト
を含む。El層は Cl層に類似する。SZ21と 共有する東辺 SD 197 ② (CD断面 )は A～ B層に分けられ、
Al層は黒褐色土に多量のにぶい黄色シルトを含む。Bl層は黒色土に灰黄褐色粘土ブロックとにぶい黄色シ
ルトを含む。SZ23と共有する南辺 SD-205① (E―F断面 )は単層でAl層は黒色シルトに褐灰色シルトと褐
灰色粘土ブロックや礫を含む。A2層は黒色シルトに多量の明オリーブ灰色シルトや礫、炭化物を含む。
壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦であるが、共有・切りあい部分は段差がある。
出土遺物 SD197からは壷の体部破点 SD205からは口縁部が大きく開く壷、櫛描直線文が施された壷の
体部破片が出土している。

方形周溝墓 23(第 48～ 50図 )
位置 調査区北東部。 平面形 長方形。軸方向 N68° E。 規模 ゴヒ西―南東8.3m、 南西―北東10.7m。 墳

丘規模 ゴヒ西―南東6.4m、北東―南西8.9m。 主体部 長楕円形土墳1基 ?。 (SK91-N70° E。 )長軸3.4m×短
軸1.2mを測る。 陸橋 ゴヒ西(幅0,6m。 )・南東(幅1.3mlに開口。 周溝の幅 0.6～ 1.15m。 深さ 0.2～
0.66m。 断面形 (GH断面)。 (I」 断面)。 (0-P断面)逆階段状。 (E―F断面)U字形。 (降L断面)。 (M―N断
面)逆台形。 溝の共有 SZ22(SD205)。 重複関係 SZ19(SD204)・ 21(SD197)に切られる。SZ17(SD219)・

SD210を切る。 掘込面 肖J平。検出面 VⅡ 層上面。
主体部埋土(SK91)は深さが0.58mを測る。底面はやや窪み、断面形はU字形を呈する。埋土はA～C層の3
層に分けられ、Al～3層は黒褐色土ににぶい黄褐色シルト、黄褐色シルトや炭化物を含む。Bl層は黒色上に
黄橙色シルトブロックを多量に含む。Cl層は黒褐色土ににぶい黄褐色シルト、橙色焼土ブロックを含む。C2層
は黒褐色土に黄褐色シルトを含む。C3層は黒褐色土に灰白色シルトを多量に含む。
周溝埋土 西辺SD-204① (G―H断面)とよA～C層の3層に大別され、Al～2層は黒褐色土に灰黄褐色シルト
礫を含む。Bl・Cl層は灰黄褐色シルトに褐灰色粘土ブロックと多量の礫を含む。C2層は黒褐色土ににぶい黄
橙色粘土ブロックと多量の礫を含む。北辺SD-205② (I」 断面)はA～B層に分けられ、Al～2層は黒色粘土
に褐灰色シルトや礫を含む。Bl～2層は黒褐色粘土ににぶい黄橙色シルトや礫を含む。東辺SD-205③ (降L

断面)はA～C層の3層に大別され、Al～2層・Bl層は黒褐色土に灰黄褐色粘土ブロックや礫を少量含む。
B2層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロックと明黄褐色シルトブロックや礫を含む。Cl～2層は黒褐色粘土に灰オ
リーブ色シルトや礫を多量に含む。南辺SD-205④ (M―N断面)はA～D層の4層に大別され、Al～2層は黒褐
色土に灰黄褐色シルトや礫を含み、A2層には明赤褐色の焼土ブロックを多量に含む。Bl～B3層は褐灰色粘
土に黒褐色土を含む。Cl層褐灰色粘土に黒褐色土や褐灰色シルトを含む。Dl～2層は黒褐色土に黄橙色シ
ルトブロックを含む。西辺SD-205③ (0-P断面)はAl～2層・Bl層は黒褐色土ににぶい黄褐色シルトと褐灰
色粘土ブロックを含む。Cl層は黒色土ににぶい黄褐色シルトや礫を含む。Dl層は黒褐色土に褐灰色粘土ブ
ロックや礫を含む。El層は浅黄色土に黒褐色ブロック土を含む。
壁の状態 きつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦であるが、共有・切合い部分は凹凸がある。
出土遺物 SD205から弥生土器の体部破片が出土している。他に壷の口縁部、櫛描直線文を施した壷の体部
破片が出土しているが、遺物からは弥生時代中期の範疇であるとしか言えない内容である。また、SK91からの

遺物出土はない。
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SD引 97①   L引 46m

SD 197 ①
A,Sic H OYR3/2,Si 2 5Y6/4粒 40% 軟 中―疎 ～0 3cm大 白色粒少量含。
8,Sio H OYR2/1,HC10YR6/21～ 3om大ブロック 510%S‖ 25Y6/4粒 10% 軟 中―疎 ～0 2cm大 白色粒少量含。
B2,S cHOYR2/1,HC10YR6/21～ 3om大ブロック 35%Si 2 5Y6/4粒 1520% 軟 中―疎 ～0 2cm大 自色粒少量含。
Gl:S175Y6/3,S c110YR3/3粒 1015% 軟 中―疎 05～ lcm大 レキ少量含。
C2i Si17 5Y6/3.S c110YR3/3粒 4050% 軟 中―疎 05～ lcm大 レキ少量含。
D,Sic H OYR2/2.Si 10YR4/4粒 40銘 軟 中―密 ～0 1cm大 白色粒少量含。
D2:HC10YR2/2,Si11 0YR4/4粒 10% 軟 中―密 ～0 1cm大 白色粒少量含。
El:Ci層 と同様。

第 48図 方形周溝墓 22・ 23平 。断面図
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S併197②

A,Sic HOYR3/2,Si12 5Y6/4粒 40h 軟 中増  ～03帥六白色粒少量含。
Bli Sic110YR2/1,HC10YR6/21～ 8om大ブロック 5-1蝋 S‖ 25Y6/4粒 1齢 軟 中―疎 ～0 2om六 白色粒少量含。
SD-205①

Al:Si HOYR2/1,SI110YR5/1粒 20%HC10YR6/12～ 3cm大ブロック 1射 軟 中一密 2～ 3om大 レキ少量含。
A2:S‖ 10YR2/1,Si15GY7/1粒 ～0 2cn大 40“ 欺 疎 ～030m大 レキ多量に含,05～ 3om大 レキやや多く含′～0 5cm大 炭化物少量含。

W

Gトー SD 204 ①

N

SD-205④ L=1■ 6mttN

E

卜143m tt H L-146m

軟 中―密 lon大 レキ少量含。
中―欺 中―密 lcn大 レキ少量含。

ヒ

S卜205③  引 L

卜146m

ＳＥ
引

NW

I「―  SD-2050
W

Kトー

SD翌04①
A,Sict10YR3/2,Si HOYR5/2粒 30% 軟 中―疎 05～ 1帥武レキ少量含。
A2:Sic‖ OYR3/2,Si HOYR5/2粒 40-5螂 軟 中―疎 05～ lcn大レキやや多く含。
Bl:Si HOYR4/2,HC10YRc/11～ 2om大ブロッタ 40X 軟 中―疎 1～ 3cm大 レキ多量に含。
Cl:Sil10YR4/2,HC10YR6/11～ 2cm大ブロック 2113叫 軟 中―蘇 1～3cII大 レキ多量に合。
C2:SicHOYR3/2,HC10YR7/205～ lom大プロック20X 軟 疎 3～ 5cm六 レキ多量に含。

SD 205②

A■ HC10YR2/1,Si HOYR6/1粒 10“ 軟 中韓  ～0 2om大 白色粒やや多く合,05～ 3cm大 レキ多二に合。
A2:HC10YR2/1,Si HOYR6/1粒 2齢 軟 中―密 ～0 2om大自色粒および05～ 3om木 レキやや多く含。
B■ HC10YR2/2,Si‖ OYR7/2粒 1蝋 軟 中縮  ～02o耐大白色粒多量に合,05～ 3om大 レキやや多く含。
B2:HC10YR2/2,Si HOYR7/2粒 4050X 軟 中―疎 ～0 2om大 白色粒やや多く含,05～ 3cm大レキ少量含。
SD 205③
Ali Sic110YR3/2,H010YR6/2 1om大 ブロック il1 15銘  中―軟 中―密 lcm大 レキ少量含。
A2'SicHOYR3/2,HC10YR6/2～ lcm大ブロック 20% 中―軟 中―密 lcm大 レキ少量含。
Bl:SicHOYR3/1,HC10漁G/21～ 3om大ブロック 3叫 Si110YRO/8粒 ～161はプロツク 15%
82:Sic,10YR3/1,HC10YR6/1 lonAプ ロック 20X S‖ 10YR6/8粒～lcm大プロック 20■0%

と 紹解 枡 1忌 |1士 :勝 軟評 路銚 章 監 生:脳 鑑
く含。

Ｎ
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「

Ｓ
叶
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。「  SD―附卜⑤ L封 4肺

S

Qト
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H■引R

SD-20SO
A,Sic110YR3/4 Si HOYR4/2粉 2酬 中―軟 中―密 lom大 レキ少量含。
鉾i苫士棋うγ&:|1硝%2ど 3浮路辞中塩疎ギ4群弼亀楔な箪多ヱ足き:多謝

こ含,1はレキ少飴。
B2:‖ C10YR6/1,SicHOYR3/2粒 1鶴 軟 中―密。
B3:HC10YR6/1,SiC110YR3/2粒 15-2蝋 軟 密。

割:さ |!♀半i7統ISI器〔子,3■ 4獣葉歩甘9グ
11魏～
路禦
大
醍 40吉斎浜粒やや多く含。

D2:Sic日 OYR3/2,Si HOYR7/8～ lom大ブロック 40-50% 軟 密。

SD-205⑤

Al:SicHOYR3/2,Si110Y悶 /4 粒 203幌 Hc10YR6/1 +5cm 15-20% 中―軟
A2:Sic110YR3/2,Si HOYR5/4 粒 1齢 Hc10YR6/1 卜5cln5X 軟
Bl:SicHoYR3/2,Si‖ OYR5/4 粒 酬 ‖o10YR6/1 1-5cm 3齢 軟
Cl:Sici10YR2/1,Si HOYR5/4 粒 10% 中―軟 中―疎 ～0 1om白色独少 lcm大礫少
Dl:SicHOYR2/1,‖ 610YR6/1 ～5cm大  20監 軟 中 3-5セ ンチ大礫少
El:Sic12 5Y7/3,SicHOYR3/2 ～0 5cm大  50% 軟 中(壁競落土)
SK-91

把:忌 |:II群聯夕:|1穂瑕統 協π盤網‰謂奪 _ギ奮 _fOf♂】澪譜彗詠亀 ,∵脳 紹癬眠多く含。
A3i Sic110YR2/2,Si110YR5/6粉 ～粒 30% 中報  中―疎 ～0 2cm大 白色粒少量含1 0 3cm大炭化物微量に含。
留:忌 |:1脚銑さ|III彬:懲萌塩そRttR♂‰蕪う町ク少始隷中―密。   °
C2:SioHOYR2/2,Si HOYR5/6粒 30“ 軟 中―疎。
C3i SicHOYR2/2,SilN70救 4050略 軟 疎。

第 49図 方形周溝墓 22・ 23断面図 (1)
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